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パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

エ࣐ࣜࢧࣈࢸࢡࢮࢢー

20�� 年㸯月米国ワシンࢺン '& で開催ࢀࡉた日米シンポジウムࣁࠕパワーレーザー 

による高エネルギー密度科学技術のᒎᮃࠖ㸦20��年 �月 23�2�日㸧㸦2❶とIFEフォーラ

ム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ $��ཧ↷㸧と、20�6 年から 20�� 年までの➨㸯ᮇ

➨㸯ᅇ、➨㸰ᅇならびに➨３ᅇレーザー᰾⼥合によるエネルギー開発に向けた有識者会議ࠖ

(3 ❶と IFE フォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ $2 ཧ↷)の議ㄽをཷけて、

20��年 �月➨㸰ᮇ有識者会議をタ⨨した。➨㸰ᮇ有識会議では௨ୗのྲྀࡳ⤌ࡾをᐇ⌧する

ためのලయⓗな᪉⟇を議ㄽすることになった。 

㸯㸧 パワーレーザーを⏝いた高エネルギー密度科学は、レーザー᰾⼥合なのエネルギ

ー開発にຍ࠼、ᅛయ࣭ࣉラ࣭࣐ࢬ┿✵のᴟ㝈≧ែの学術㸦高エネルギー密度科学㸧の

成といࢁいࢁな⏘ᴗ࣋ࣀーションにࡘながる᪂しい技術のฟが多くᮇᚅでࡁ

る学㝿分㔝として、ୡ⏺ⓗにࡑの重せᛶがቑすとともに大ࡁく進ᒎしている。我が国

は、レーザー᰾⼥合と高エネルギー密度科学に関する多くのᐇ⦼とࢀࡑを推進するた

めのパワーレーザー技術に࠾ける国㝿ⓗ➇தຊを有してࡸ㏿、ࡾ࠾かにこの分㔝の研

究ᣐⅬを☜❧すること。 

㸰㸧 我が国の㠉᪂ⓗなパワーレーザーに関㐃する国㝿➇தຊ࠶る技術を࢜ールジࣕパ

ンయไで⤫合することで、ୡ⏺ึの高⧞ࡾ㏉しパワーレーザー」合タをᐇ⌧するᚲ

せが࠶る。ࡉらに$I࣭IR7技術によࡾ多ᵝなࣘーザーにᑐᛂでࡁる࣐ࢫーࢺ技術を

導ධすることで、最先➃学術の開ᣅから♫会を㇏かにする㌟近な技術開発まで、ᖜᗈ

い研究者が⏝でࡁる国㝿ⓗな▱のᣐⅬをసること。 

３㸧 ࡉらに、ࠕ国㝿ⓗな㐃ᦠを推進するせ とࠖなる上記分㔝の୰᰾ᣐⅬを☜❧し、高エネ

ルギー≀⌮学、Ᏹᐂ≀⌮学、ࣉラ࣐ࢬ≀⌮学なのᇶ♏科学ࡸレーザー᰾⼥合なの

エネルギー学、≀㉁ᮦᩱ科学、レーザー工学、ࢫࢭࣟࣉ工学、報科学な多ᵝな学

術の㣕㌍ⓗ発ᒎとともに、⏘ᴗᵓ㐀のኚ㠉ࣟࢢࡸーࣂルに活㌍でࡁるேᮦの⫱成に㈉

⊩すること。 

➨㸯ᅇパワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議㸦20��年�0月㸧

ならびに➨㸰ᅇ有識者会議㸦2022年 �月㸧を開催し、レーザー᰾⼥合研究開発の推進᪉⟇

をᑂ議した。୍ ᪉、2022年㸰月には日本学術会議とIFEフォーラムの共同主催でබ開シン

ポジウムࠕᑗ᮶のエネルギー科学技術に向けたパワーレーザーと高エネルギー密度科学の

ᙺとᒎᮃࠖを開催し、学術⏺の動向を有識者会議に議ㄽにᫎした。 

㸰ᅇの有識者会議でฟࢀࡉた意見のྲྀࡾまとめにࡁࡘ近藤議長よࡾ௨ୗのᥦが࠶っ

た。ࠕ有識者会議としてはこࢀまでの議ㄽを㋃ま࠼て、わが国のᨻ⟇、⟇に࠾いてこࢀ

までのᑂ議でฟࢀࡉたᥦ࣭意見が重せとい࠺ことをୡにၥ࠺ᚲせが࠶る。ࡑのၥࡁ࠺

内ᐜをࢇࡕࡁとᩚ⌮することが大で࠶る。ࡑのため、こࢀまでの有識者会議からの意見
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を㋃ま࠼てࡉらにᥦを⢭⦓していくᚲせが࠶る。こࢀだけୡの୰がኚわってࡁたこと

も⪃៖し、いただいたᣦをཧ⪃にしてᥦを⢭ᰝするసᴗを⾜い、ㄝᚓຊの࠶るᥦ言を

♫会と共有でࡁるよ࠺にしたい。ࠖ 

議長ᥦのྲྀࡾまとめは、日本学術会議 総合工学委員会 エネルギーと科学技術に

関する分科会と、分科会にタ⨨ࢀࡉたࣁパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小

委員会に࠾けるࠕ見解㸸多ᵝな▱が活㌍でࡁる大ᆺパワーレーザータのᐇ⌧と国㝿ⓗな

୰᰾ᣐⅬのᵓ⠏ のࠖస成సᴗと並⾜して進めらࢀた。ᒎᮃ࣭ ᥦのస成సᴗに࠶たっては、

௨ୗの有識者会議➼からの意見とࡑの後の動向をᫎした。 

㸯㸧  �日に�ᅇか2ᅇの爆⦰ᐇ㦂⤖果をࢹーࢧࢱエンࢫにかけるため、米国では�0

年間のᐇ㦂⤖果をࡎっとため⥆けて、ࢀࡑをᇶにᶵᲔ学⩦をࡏࡉて最㐺していっ

た。ࡑのため、1IF が 200� 年に成して 20�� 年のⅬⅆᐇドを┠ᣦしていたが㐩成

でࡑ、ࡎࡁの後୍ࡘࡎࡘㄢ㢟を解Ỵして成ຌに⮳った。我が国では、高⧞ࡾ㏉しࣉ

ラ࣐ࢬᐇ㦂でᚓたࢹࢢࢵࣅーࢱをᶵᲔ学⩦にྲྀࡾධࢀるࡁで࠶る。ࡑのᘏ長で、

᰾⼥合のᛂࡑのものの最㐺をすることをすすめ、᰾⼥合⅔にࡘなࡆるࡁで࠶

る。 

㸰㸧 が(2FE6)ࢫエンࢧジー࣭ࢼフュージョン࣭エ࣭ࣈ࣭࢜ࢫフ࢜2Eの'࣓࢝ࣜ 

主催のワーࢡショࣉࢵで㠀ᖖに活発な議ㄽが⾜わ7ࢀLPH LV 1RZが࢟ーワーࢻにな

った㸦� ❶ཧ↷�並びに、IFE フォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議㈨ᩱ␒ྕ $5�� 

ཧ↷㸧。また、ࣚ ーࣟࢵパ㸦ࢶࢻ㸧でもフュージョンエネルギー開発のᶵ㐠が高ま

っている㸦�❶ཧ↷�並びにIFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議㈨ᩱ␒ྕ$5�2 

ཧ↷㸧。ࡑの⾲⌧は、᰾⼥合はいࡘも 20 年先 30 年先と言っていたがだいࡪ≧ἣが

ኚわってࡁたとい࠺ことで࠶る。我が国も⮳ᛴᑐᛂすࡁで࠶る。 

３㸧  -�E3R&+ ᵓを࢜ールジࣕパンで⏘ᐁẸ୍యとなってࣁパワーレーザーの学術

ᛂ⏝を進めࡤࢀ、レーザー᰾⼥合のᐇ⌧をຍ㏿でࡁୡ⏺を先導でࡁる。ࡑの推進に

は、202�年ኟにタしたレーザー᰾⼥合ࢱࢫーࣉࢵࢺ企ᴗE;�FXVLRQとの㐃ᦠが

重せで࠶る。 

㸲㸧  -�E3R&+ ᵓが㠀ᖖにまとまってࡁている。ここまで᮶たらࢼショࢼルࣟࣉジ࢙

るには、ୡࡆ上ࡾることが┠ᶆになる。国としてྲྀࡆ上ࡾっとྲྀࡕࡁ、としてࢺࢡ

の୰が࠺ࡑ、ࢇ࠺ࠕだなࠖとならないといけない。このⅬにࡉ、ࡁࡘらなるࣂࢻ

 。る࠶がᚲせでࢫ

㸳㸧  ➨55ᅇཎ⏘年ḟ大会のパネルウㄽࠕⱝᡭが⪃࠼るཎᏊຊのᮍ᮶ でࠖ、Ẹ間㈨㔠に

よるフュージョンエネルギー࣋ࣀーションがヰ㢟となった㸦ཎᏊຊ⏘ᴗ᪂⪺

2022����5㸧。ࡸ᰾⼥合のୡ⏺にẸ間㈨㔠がࢇࢇධってࡁている。ୡ⏺ではẸ

間㈨㔠のᢞධは2020 年で⣼ィが2�000 ൨、202� 年には��000 ൨ቑ࠼て3�000 ൨

になってࡾ࠾、᰾⼥合を┠ᣦした研究にẸ間の㈨㔠がධっている。この࣓ࢭࢵージ

はࠕᨻᗓよ、㡹ᙇࠖࢀとい࠺ことで、ୡの୰の研究開発のࣔࢹルがኚわっているこ

とを念㢌に⨨くࡁで࠶る。 
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㸴㸧 るとともに㸦㸵❶並びに、IFEフォーラムࢀࡉ⾲の後、日本学術会議の見解がබࡑ

ージ࣌ーム࣍ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$6�ཧ↷㸧㸧、ᩥ㒊科学┬の学術研究の大ᆺࣉ

ࣟジࢺࢡ࢙の推進に関するᇶ本ᵓー2023ࣟーࣉࢵ࣐ࢻに㑅ࢀࡤた�2ィ画の୍ࡘ

として大阪大学レーザー科学研究所が୰ᚰとなࡾᥦしたᵓࠕ多ᵝな▱が活㌍で

るࡁ パワーレーザー国㝿共ࣉラࢺࢵフ ォーム (ࠖ-�E3R&+ィ画)が᥇ᢥࢀࡉた㸦ヲ

⣽は KWWSV���ZZZ�PH[W�JR�MS�FRQWHQW�2023�222�P[WBJDNNLNDQ�00003325�B��SGI

ཧ↷㸧。

-�E3R&+ᵓᥦのせ⣙はḟの㏻ࡾで࠶る。 

࠶㣕㌍ⓗに 進ᒎしている分㔝で、ࢀࡉ᪂技術ฟがᮇᚅࡸパワーレーザーは、学術成ࠕ

る。本は、我が国のᙉࡳを活かした⊂⮬の高⧞ࡾ㏉し大ᆺパワーレーザーによる国㝿共

ࣉラࢺࢵフォームを࢜ー ルジࣕパンయไでᵓ⠏し、㔞Ꮚ┿✵の᥈ᰝ、᰾⼥合エネルギー

の᥈ồ(ࣉラ࣐ࢬ)、㉸高ᅽ᪂ወ㔞Ꮚ≀㉁の生(ᅛయ)を㏻して、エネルギー密度の高いᴟ

㝈ⓗな㔞Ꮚ科学の開ᣅでୡ⏺を先導するとともに、 同୍✵間で学㝿࣭国㝿࣭⏘学㐃ᦠ➼を

推進することで、科学技術࣋ࣀーション⎔ቃฟ、⏘ᴗᵓ㐀ኚ㠉ࡸ ேᮦ⫱成の㈉⊩を

┠ᣦすもので࠶る。ࠖこのᵓは�0年ィ画で࠶る。 

な࠾、科学技術࣭学術ᑂ議会学術分科会研究⎔ቃᇶ┙㒊会 学術研究の大ᆺࣟࣉジࢡ࢙

 。る࠶でࡾに関するసᴗ㒊会のホ౯は௨ୗの㏻ࢺ

こ࠺⾜㏉しパワーレーザーを生かして先導ⓗな研究をࡾ⧞高ࠕࡘをᣢࡳ我が国がᙉࠕ

とで、≀㉁ 科学、ᮦᩱ科学、ࣉラ࣐ࢬ科学、Ᏹᐂ≀⌮学なᗈい分㔝のᛂ⏝がᮇᚅでࡁ

る。また、ᐇ主యは共同⏝࣭共同 研究に࠾いて༑分なᐇ⦼をᣢ࣑ࢥ、ࡕュࢸࢽ の

ᙧ成をྵめた‽ഛ≧ἣも༑分に進ᒎしていることがㄆめらࢀる。ࠖ と高いホ౯をしている。

୍᪉、␃意Ⅼとしてࠕ技術ⓗඃ位ᛶとィ画は高いレ࣋ルに࠶る୍᪉、見㎸まࢀる学術ⓗ成

果の見㏻しにࡘいて、᭦なるලయ࣭明☜がᚲせで࠶る。また、技術㠉᪂のࣆࢫーࢻが

㏿い分㔝でࡾ࠶、日本のᣢࡘ技術ⓗなඃ位ᛶを長ᮇにわたってಖࡘためのᡓ␎をᣢったᣐ

Ⅼ㐠Ⴀがồめらࢀる。ࠖがᣲࡆらࢀている。 

 ௨上の議ㄽ࣭動向を㋃ま࠼、有識者会議はレーザーフュージョンエネルギー開発の⏘ᐁ

学の㐃ᦠと後20年、30年先の動向を⪃࠼、௨ୗをᒎᮃ࣭ᥦとする。 

㸯㸧 -�E3R&+ᵓでは、࢜ールジࣕパンで⏘ᐁ学が୍యとなってࣁパワーレーザーが

開く科学技術を推進し、レーザーフュージョンエネルギーのᐇ⌧に向けୡ⏺を先導

すること。

㸰㸧 レーザーフージョンエネルギー開発の推進にはᗈ⠊な⅔工学技術の開発がᚲせで

企ࣉࢵࢺーࢱࢫレーザー᰾⼥合ࡸሙ㛢じ㎸めフージョンエネルギー開発☢、ࡾ࠶

ᴗなとのᐁẸの㐃ᦠが重せで࠶る。

３㸧 -�E3R&+ᵓのࡉらなるィ画の⢭ᰝをすすめ、ࢼショࢼルࣟࣉジࢺࢡ࢙としてࡕࡁ

っとண⟬ࢀࡉることが当㠃の┠ᶆで࠶る。国としてྲྀࡾ上ࡆるには、ୡの୰が࠺ࠕ

。だなࠖとならないといけない࠺ࡑ、ࢇ
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㸲㸧 ࡸୡ⏺でフュージョンエネルギー開発を┠ᣦした研究のẸ間㈨㔠のὶධが⥆

いている。この࣓ࢭࢵージはࠕᨻᗓよ、㡹ᙇࠖࢀとい࠺ことでࡾ࠶ୡの୰の研究開

発のࣔࢹルがኚわってࡁている。こࢀを念㢌に⨨20ࡁ年、30年後の長ᮇᡓ␎をᵓ

⠏すࡁで࠶る。
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�㸬 パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

タ⨨⤒⦋

はじめに

パワーレーザーがᣅくᴟ㝈≧ែ㸦高エネルギー密度≧ែ㸧の科学技術࣭学術は、᰾⼥合

エネルギーをはじめ、་⒪ᛂ⏝、ᐇ㦂ᐊኳᩥ学、᪂≀㉁ᮦᩱ成、レーザーຍ工、༙導య

〇㐀技術、♫会ンフラデ᩿➼のフࣟンࢸ技術࣋ࣀーションの※Ἠで࠶る。また、

パワーレーザーの♫会ⓗࢽーࢬがᛴ⃭に高まっている。こࢀまでの有識者会議の議ㄽ(ཧ

⪃㈨ᩱ $�)と、20�� 年㸯月米国ワシンࢺン '& で開催ࢀࡉた日米シンポジウムࣁࠕパワ

ーレーザー による高エネルギー密度科学技術のᒎᮃࠖ㸦20��年 �月 23日�2�日㸧㸦ཧ⪃

㈨ᩱ $㸯㸧と、➨３ᅇレーザー᰾⼥合によるエネルギー開発に向けた有識者会議ࠖ㸦20��

年 2 月 2� 日㸧(ཧ⪃㈨ᩱ $2)の議ㄽをཷけて、この分㔝の我が国のྲྀࡳ⤌ࡾを୍ᒙ推進す

るため、ᘬࡁ⥆ࡁ有識者会議をタ⨨することになった。 

内እの動向㸸

 20�� 年には、͆&3$ レーザーのᥦ࣭ᐇドによ�0*ࡾRXURX と '� 6WULFNODQG のᖌᘵが

ル≀⌮学㈹をཷ㈹࣋ーࣀ 、͇͇Ḣᕞの/DVHU/DE EXURSH $I6%/⟇ 、͇͇米国科学ࢹ࢝

❧DVHU1HW 86がタ/ࡁにもと࡙ࢺーのレポー࣑ らに、米国エネルギー┬᰾⼥合エࡉ、@�͇<

ネルギー科学㒊㸦2FE6㸧の͆᰾⼥合エネルギー科学と᪂しい㔞Ꮚ報科学分㔝⼥合ᴗ㸸

>FXVLRQ EQHUJ\ 6FLHQFHV 5RXQGWDEOH RQ 4XDQWXP IQIRUPDWLRQ 6FLHQFH@での高エネルギ

ー密度ᐇ㦂ᐊࣉラ࣐ࢬ㸦+E'/3㸧の推進͇➼の᪂しい動ࡁが┦ḟいだ。また、1IFᐇ㦂によ

になる>2@と共に、我が国では高㏿Ⅼⅆᐇ㦂が進ᒎ࠺るよࡏレーザー᰾⼥合Ⅼⅆを見㏻、ࡾ

した>3@。ࡉらに、20�� 年㸯月には、日本学術会議主催の͇ࣁパワーレーザーによる高

エネルギー密度科学に関する日米シンポジウム͇が開催ࢀࡉ、日米୧ᨻᗓ௦⾲によࡾ᪂た

な日米科学技術༠ຊᴗがㄪ༳ࢀࡉた>�@。 

タ⨨┠ⓗ

 上㏙の内እの動向よࡾ、୰長ᮇⓗな科学技術分㔝の≌ᘬᙺとしてパワーレーザー関㐃分

㔝のᮇᚅは大ࡁい。このᵝなໃをࡩま࠼、パワーレーザー科学技術を先導してࡁたわ

が国がᘬࡁ⥆ࡁ国㝿♫会でࣜーࢲーシࣉࢵを⥔ᣢするため、有識者会議による後の推進

᪉⟇を᳨ウするがႚ⥭のㄢ㢟でࡾ࠶、᳨ウのሙとして有識者会議をタ⨨した。 

ᑂ議㡯

 㸯㸧レーザー᰾⼥合をはじめとするパワーレーザーと高エネルギー密度科学分㔝 

    の研究推進᪉⟇ >5@、 

 㸰㸧国㝿研究ネࢺࢵワーࢡᣐⅬᵓ>�@、 

 ３㸧ᑗ᮶の科学技術を担࠺ேᮦの㣴成と国㝿㐃ᦠ、 

 㸲㸧➨㸴ᮇ科学技術ᇶ本ィ画のᥦ言 
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有識者会議ྡ㸦タ⨨ᮇ間㸧 

  パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議 

  (20�����ࠥ2022�3�)  

ὀ 

>�@ 米国ࢼショࢼル科学࣑ࢹ࢝ー(1$6)のレポー2͆ࢺSSRUWXQLWLHV LQ IQWHQVH 

8OWUDIDVW /DVHUV͇は、ࣁパワーレーザーが開く科学の重せᛶをᣦし、年、 

/DVHU 1HW 86が❧ࡕ上がった。

(KWWSV���QDS�QDWLRQDODFDGHPLHV�RUJ�FDWDORJ�2��3��RSSRUWXQLWLHV�LQ�LQWHQVH�

XOWUDIDVW�ODVHUV�UHDFKLQJ�IRU�WKH�EULJKWHVW�OLJKW ཧ↷) 

>2@ レーザー᰾⼥合研究の᪂しいᒎ開 

   1IF によるⅬⅆᐇ㦂の進ᒎで、᰾⼥合ฟຊ 50N- ㉸をᐇ⌧した。こࢀは、爆⦰ࣉラࢬ      

ᚓ㸸4 2を意し、� 0- 1IF࣐ࢬラࣉ、ࡕのエネルギーの㸰ಸとなる。すなわ࣐

でⅬⅆを見㏻ࡏるよ࠺になった。ࡑの後、2022年 �2月には᰾⼥合ฟຊは3��50- 㐩

した。こࢀは、ᢞධしたレーザーパルࢫエネルギーの ��5 ಸでࡾ࠶、所ㅝ、%UHDN�

HYHQを㐩成したことになる。 

>3@ FI5E;ࣟࣉジࢺࢡ࢙㸸☢ሙ高㏿Ⅼⅆによる高ຠ⋡爆⦰ࣉラ࣐ࢬຍ⇕のᐇド  

���1DWXUH &RPPXQLFDWLRQVㄅࠖにฟ∧、ㄞ᪂⪺報㐨 20����0ࠕ    

>�@ 20�����23�2�のワシンࢺン'&の日米シンポジウムࣁࠕパワーレーザーによる高

エネルギー密度科学のᒎᮃࠖが開催ࢀࡉ、同に日米୧ᨻᗓ㸦ᩥ㒊┬、'2E㸧によ

 。たࢀࡉ高エネルギー密度科学分㔝の日米科学技術༠ຊᴗがㄪ༳、ࡾ

>5@ ➨ 2�ᮇ 日本学術会議 ࢱࢫ࣐ーࣉラン㸸大ᆺ研究ィ画ເ集࣭ᑂᰝ。 

    日本学術会議は➨㸴ᮇ科学技術ィ画㸦202��2025㸧⟇ᐃにཧ画 
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2� パワーレーザーによる高エネルギー密度科学技術のᒎᮃࠖࣁࠕ

日米シンポジウム㸦ᴫせ㸧

㸯) 主 催㸸日本学術会議 総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会 

㸰) 共 催㸸国❧大学ἲே大阪大学レーザー科学研究所、 

国❧研究開発ἲே㔞Ꮚ科学技術研究開発ᶵᵓ関すග科学研究所、 

国❧研究開発ἲே⌮学研究所ᨺᑕග科学研究ࢭンࢱー、 

ࣟーレンࣔࣂࣜࢫ国❧研究所、 

 、ー大学レーザーエネルギー学研究所ࢱࢫ࢙ࢳࣟ

6/$&国❧ຍ㏿ჾ研究所/LQDF &RKHUHQW /LJKW 6RXUFH 

３) 後 援㸸IFE フォーラム、ᅾ࣓࢝ࣜ合⾗国日本大㤋 

㸲) ༠ ㈶㸸୍⯡♫ᅋἲேレーザー学会、୍⯡♫ᅋἲே日本≀⌮学会、୍⯡♫ᅋἲேࣉラ

 ᰾⼥合学会࣐ࢬ

㸳) 日㸸ᖹ成3�年(20��年)�月 23日㸦Ỉ㸧㹼 2�日㸦ᮌ㸧 

㸴) ሙ 所㸸㸸EPEDVV\ RI -DSDQ LQ WKH 8QLWHG 6WDWHV RI $PHULFD�:DVKLQJWRQ '�&�86$ 

㸵) せ᪨㸸ࣁパワーレーザーは、ཎᏊຊࡸ᰾⼥合のᛂ⏝➼エネルギー科学技術に深く

関わっている。パワーレーザーがᣅくᴟ㝈≧ែ㸦高エネルギー密度≧ែ㸧の科学は、

᪂≀㉁成、᰾⼥合➼の科学技術࣭⏘ᴗ、ࢫࢭࣟࣉレーザーຍ工࣭、ࡾ࠶のᇶ┙でࡑ

ーションの※Ἠにもなっている。本日米シンポジウムでは、当ヱ分㔝の我が国࣋ࣀ

内እの研究開発の⌧≧を☜ㄆし、ࠕ高エネルギー密度科学分㔝の日米༠ຊに向けた

ᴗࠖの推進᪉⟇が議ㄽࢀࡉた。我が国内እで大小ࡉまࡊまなࣁパワーレーザー研究

タが✌ാを開ጞし、国㝿ⓗに高エネルギー密度科学研究がᛴ㏿にᒎ開している。本

分㔝に࠾ける研究開発の進ᒎと日米㐃ᦠにࡁࡘ意見するため、ᖹ成 2� 年㸷月開

催の米国ࣟーレンࣔࣂࣜࢫ研究所に࠾けるシンポジウムに⥆ࡁ、日米シンポジウム

を㥔米日本大㤋で開催した。このシンポジウムは๓ᅇのシンポジウムでᥦ起ࢀࡉた

国㝿㐃ᦠ༠ຊの推進᪉⟇を議ㄽすると共に、᪂たなྲྀࡳ⤌ࡾとして᳨ウが進ࢇでいる

高エネルギー密度科学とレーザー᰾⼥合に関する日米༠ຊのᯟ⤌ࡳにࡁࡘ、日本学術

会議の⾜動つ⠊>�@ を㑂Ᏺしࠕ科学࣭ 技術のࢹュルࣘーࢫၥ㢟に関する᳨ウ委員会ࠖ

報告のᣦ㔪>2@に‽ᣐして議ㄽした。ࡑの⤖果、このシンポジウムで、レーザー᰾⼥合

エネルギー開発に⌧≧と後ྲྀࡁࡴ⤌ࡾ研究開発ィ画が日米で共有ࢀࡉ、日米༠ຊ

の᪂しいᯟ⤌ࡳが86 '2E 2FE $FWLQJ 'LUHFWRU 3URI�-DPHV 9DQ 'DPとᩥ㒊科学┬ 

大⮧ᐁᡣᑂ議ᐁ Ώ㎶ࡑのᏊによࡾㄪ༳ࢀࡉた㸦┿ཧ↷㸧。 
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         ㄪ༳書の㸦ᕥ -DPHV 9DQ 'DP、ྑ Ώ㎶ࡑのᏊ㸧 

㸦ヲ⣽はIFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$��ཧ↷㸧 

>�@ KWWS���ZZZ�VFM�JR�MS�MD�LQIR�NRK\R�SGI�NRK\R�22�V�6����SGI 

>2@ KWWS���ZZZ�VFM�JR�MS�MD�LQIR�NRK\R�SGI�NRK\R�22�K�66���SGI 
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3㸬 ➨ 3ᅇレーザー᰾⼥合によるエネルギー開発に向けた有識者会議

㸦20��年 2月 2�日㸧㸦ᴫせ㸧

 IFE フォーラムはᶆ記有識者会議をタ⨨し 20�� 年㸷月レーザー᰾⼥合エネルギー開発

に関するᥦ言をまとめ、近藤議長よࡾᡞ㇂୍ኵᩥ㒊科学┬務ḟᐁにㄝ明し、ᥦฟした。

ᥦฟ、務ḟᐁよࠕࡾパワーレーザーに関㐃する科学技術を発ᒎᣑ大ࡏࡉるによࡾ、

レーザー᰾⼥合のᐇ⌧を┠ᣦすのが㐺ษで࠶るࠖとの࣓ࢥンࢺが࠶った。また、議員から

の意見でも、パワーレーザーの学術と⏘ᴗᛂ⏝をᗈくど㔝にධࢀて、レーザー᰾⼥合研究

開発を進めるが㐺ษで࠶るとࢀࡉた。ࡑの後、20��年 �月 23日、2�日には、日本学術

会議主催の日米シンポジウムが、米国ࣟࢥンࣅ≉ู༊ワシンࢺンᕷの日本大㤋に࠾い

て開催ࢀࡉ、同にࠕ高エネルギー密度科学に関する日米༠ຊᴗࠖのࣟࣉジࢺࢡ࢙ᵓ

(3URMHFW $UUDQJHPHQW)が⨫ྡࢀࡉ、高エネルギー密度科学推進のẼ㐠が高まっている。 

 上記の≧ἣをཷけて、後の推進᪉⟇を議ㄽすることを┠ⓗに20��年 2月 2�日➨３ᅇ

有識者会議が大阪大学ᮾிࣈランࢳにて開催ࢀࡉた。 

ㅮ₇と報告に⥆ࠕ、ࡁ我が国のࣁパワーレーザーと高エネルギー密度科学研究ネࢺࢵ

ワーࢡᣐⅬࠖとࠕḟᮇ有識者会議のࡾ࠶᪉ࠖがᑂ議ࢀࡉタ⨨がỴᐃࢀࡉた。会議でฟࢀࡉ

た意見は௨ୗ㏻ࡾで࠶る。 

            

・ ネࢺࢵワーࢡᣐⅬにࡘいては、最先➃のගの成を┠ᣦしたネࢺࢵワーࢡ研究ᣐⅬࣉ

、を開ᣅする上でࢸラムが20��年に⤊了し、パワーレーザー関㐃技術のフࣟンࢢࣟ

研究タのᩚഛが重せ。 

・ ᣢ⥆ⓗな研究分㔝の発ᒎには、ேᮦ㣴成がḞかࡏない。ࣜࣕ࢟パࢫを開ᣅする上で

も、⏘ᐁ学が୍యとなったྲྀࡳ⤌ࡾが重せ。 

・  。ることが重せ࠼パワーレーザーによる研究ᑐ㇟をฟ᮶るだけᗈいど㔝でᤊࣁ

・ /DVHU1HW 86� /DVHU /DE EXURSH➼、ㅖእ国のネࢺࢵワーࢡᣐⅬのྲྀࡳ⤌ࡾと㐃ᦠ࣭➇

தでࡁる   

研究ᣐⅬがᚲせ。 

・ ♫会のㄝ明㈐௵㸸ウࣜࢺーࢳのྲྀࡳ⤌ࡾが重せ。 

・ 研究成果を࣋ーࢫにḟᮇィ画の㐩成┠ᶆを明☜に♧すが重せ。 

  

 ௨上の意見をࡩま࠼てᘬࡁ⥆ࡁ、有識者会議に࠾いて、パワーレーザー、高エネルギー

密度科学とレーザー᰾⼥合の推進᪉⟇をᑂ議するため、ḟᮇ有識者会議のタ⨨がỴᐃࢀࡉ

た。 

㸦ヲ⣽はIFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$2�ཧ↷㸧 
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�� ➨㸯ᅇパワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する有識者会議

ᶆ記の➨�ᅇ IFEフォーラム有識者会議は、ᮾிのୡ⏺㈠᫆ࢭンࢱーࣅルに࠾いて令和

ඖ年(20��年) �0月 ��日(㔠)開催ࢀࡉた。有識者会議議員ならびに専門委員会委員には、

各⏺ のࣜーࢲーにᑵ௵いただいた。20�� 年度までの有識者会議にᘬࡁ⥆ࡁ、ཎᏊຊ発㟁

⎔ቃᩚഛᶵᵓ 近藤駿介⌮長が議長にᑵ௵した。  

๓ᅇの有識者会議の議ㄽを⤒て、年度からは関㐃分㔝もᕳࡁ㎸ࢇでよࡾᗈいほⅬか 

らレーザー᰾⼥合研究推進᪉⟇にࡁࡘ助言をいただくになった。会議は┿�の近藤議

長のᣵᣜからጞまった。科学技術࣭࣋ࣀーションの推進に࠾いて本有識者会議のᙺの

重せᛶが㏙らࢀた。ᘬࡁ⥆ࡁ、三⳻㟁ᶵᰴᘧ会♫大᳃㐩ኵ主ᖍ技┘、ሷ㇂❧⾗議㝔議員、

᳃ⱥ介⾗議㝔議員(┿ 2、┿ 3)よࡾᣵᣜがࡾ࠶、レーザー᰾⼥合ࡸパワーレーザーの

研究開発推進のᮇᚅが㏙らࢀた。 

┿� 近藤議長ᑵ௵ᣵᣜ  

┿2 ሷ㇂❧議員ᣵᣜと大᳃㐩ኵ議員、 Ọᐑ正議員  
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また、ࣈ࢜ザーࣂーとしてฟᖍいただいた ᩥ㒊科学┬研究開発ᒁ ᪂▱ᙪ研究開発ᡓ

␎ᐁから、ᣵᣜならびにࣆࢫーࢳで、᰾⼥合研究が国の重せ⟇として位⨨けらࢀてい

ることとᩥ㒊科学┬の研究開発ᨻ⟇の᳨ウ≧ἣにࡁࡘ発言が࠶った(┿ �)。関ಀして、

我が国内እに࠾ける᰾⼥合࣋ンࣕࢳー にࡁࡘ㉁ၥがࠕ、ࡾ࠶᰾⼥合はᢞ㈨に್する分㔝で

る。බⓗᶵ関の⤒㈝だけでは㝈ࢀࡉ技術の開発にᢞ㈨がᮇᚅࢥࡾよ࠺成ရとい、ࡾ࠶

⏺が࠶るので⏘ᴗ⏺の༠ຊもᚓて、米国➼の࣋ンࣕࢳー企ᴗの⤌ࡳをཧ⪃に⪃࠼ていࡁ

たい。ࠖとのᅇ⟅が࠶った。 

┿3 ᳃ⱥ介議員ᣵᣜとΏ㎶⨾௦Ꮚ議員、୰㈆㞝議員、ᰄ᳜⥤ኵ議員  

┿� ᪂研究開発ᡓ␎ᐁࣆࢫーࢳ  
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日本のエࠕ、ᇶㄪㅮ₇ࠖ 有㤿ᮁே᰿ὠ⫱ⱥ会Ṋⶶ学ᅬ 学ᅬ長࣭ᮾி大学ྡᩍᤵからࠕ

ネルギーᏳᛶのᑗ᮶をಖ㞀ࡏよࠖと㢟するㅮ₇が࠶った(┿ 5)。ㅮ₇では௨ୗの議ㄽ

が࠶った。  

࣭ㄽᩥᩘがῶᑡしているな日本の学術に༴ᶵを感じてࡾ࠾、国❧බ❧大学の㐠Ⴀ㈝ࡸ

高➼ᩍ⫱㈝がቑຍしないことを៧៖している。 

  

┿5 ᨾ有㤿ᮁே議員ㅮ₇  

࣭後エネルギー㟂せがቑ大する。 ᬮも༴㝤Ỉᇦ。エネルギー関㐃技術の開発がᚲせ

で࠶る。࢜ࣂ⇞ᩱに日本のᮌᮦ㈨※を⏝してḧしい。  

࣭ḟୡ௦ཎᏊຊ発㟁も研究㈝のၥ㢟で国内は進ࢇでいない。ᾏእではンࣕࢳーもධって

開発している。 

࣭᰾⼥合研究では I7E5 ࣟࣉジࢺࢡ࢙の᪩ᮇ㐩成をᮇᚅしたい。レーザー᰾⼥合にもᮇᚅ

している。  

報告ࠖࠕ

レーザー᰾⼥合とࡑの関㐃分㔝の推進᪉⟇に関するᑂ議に先❧ࡕ、最近の動向にࡁࡘ、

大阪大学レーザー科学研究所兒玉所長、日本学術会議エネルギーと科学技術分科会パワー

レーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会 三間ᖿ、IFE フォーラムレーザー᰾⼥

合ᡓ␎委員会 ᳃ⰾᏕ委員長よࡾ報告がࡾ࠶、௨ୗの㉁が࠶った。 
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大阪大学レーザー科学研究所の動向ࠖࠕ

レ࣭ーザー᰾⼥合研究と高エネルギー密度科学研究推進ᡓ␎にࡘいて報告が�0、ࡾ࠶N-�QV� 

㏉し �00+](0:)の -�E3R&+ レーザータを開発ࡾ⧞ タ࣭⨨する国㝿ⓗな⏘学共同研究࣭

共同⏝研究ᣐⅬがᥦࢀࡉた。 

࣭᪂しい⧞ࡾ㏉し高ฟຊパワーレーザー技術を⏝するᮍ⮫⏺レーザー᰾⼥合⅔ᐇ㦂をྵ

  。たࢀࡉ我が国のレーザー᰾⼥合研究開発ᡓ␎がᥦࡴ

 ㉁ၥࠖࠕ

࣭⅔工学のほⅬから⅔シࢸࢫムのᙅⅬも᳨ウすࡁではないか。  

 ࠖ⟆ᅇࠕ

࣭ᡓ␎会議でもࡑの᳨ウがጞまっているので、㠀ᛂ援してḧしい。 

  ㉁ၥࠖࠕ

  。るか࠼ている。ᨺᑕ⥺ᗫᲠ≀ฎ⌮にもࢀがඃࢺࣉࢭンࢥームのࣅレーザーࢳル࣐࣭

 ࠖ⟆ᅇࠕ

࣭発生する୰ᛶᏊを⏝すྍࡤࢀ⬟となる。 

 ㉁ၥࠖࠕ

ると୰ᛶᏊのᢅ࠼⪄ることでᮇᚅがᣢてる。ただし、⅔まで࠶を┠ᣦした研究でࠖ⅔ࠕ࣭

い な、ẼをࡘけるࡁⅬが多い。  

 ࠖ⟆ᅇࠕ

  。と᳨ウしていくࡾるため、しっか࠶ࠎၥ㢟は多ࡁとしての解Ỵすࠖ⅔ࠕ࣭

日本学術会議小委員会報告ࠖࠕ

日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会のࣁパワーレー

ザーによる高エネルギー密度科学小委員会に࠾いてࠕパワーレーザー技術と高エネルギー

密度科学と⏘ᴗ成ࠖに関するᥦ言をฟすく議ㄽを⾜っている。 

 ㉁ၥࠖࠕ

࣭多ᵝᛶと㠉᪂ⓗ科学技術を推進する⨨ᩚഛࡸ⏘学㐃ᦠ࣭ேᮦ⫱成までᥦ言にྵめる 

  。る࠶でࡁ

࣭学術会議では、学者のための科学とᛮわࢀていたものを♫会のための科学とするため 

にᨻᗓ࣭ᕷẸ間のᑐヰを進めている。2050 年の日本のᮍ᮶ീも議ㄽしてࡾ࠾、ᒎᮃ 

を各分㔝でまとめている最୰で、⎔ቃ࣭エネルギーに関する❶が࠶る。  

 ࠖ⟆ᅇࠕ

࣭パワーレーザーの⎔ቃ࣭エネルギー分㔝の⏝にࡘいてもᥦしたい。 

レーザー᰾⼥合ᡓ␎会議報告ࠖࠕ

 ࣭レーザー᰾⼥合は阪大にຍ࠼、ᯇ࣭ࢫࢡࢽࢺ࣍ග⏘ᴗ成大でも技術開発が進ࢇで࠾

ࡘࡘながる技術がᛴ㏿に進ᒎしている。ᮍ⮫⏺レーザー᰾⼥合⅔ᵓを᳨ウしࡘに⅔、ࡾ

 。る࠶
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㉁ࠖࠕ

࣭ᡓ␎会議でලయⓗにၥ㢟としてかかࡆているものはなにか。 

 (ᅇ⟅)⌧ᅾは᰾⼥合発㟁を┠ᶆにかかࡆᐇ⌧にࡴけたᡓ␎を議ㄽしている。  

࣭レーザー᰾⼥合のための企ᴗはᏑᅾしない。企ᴗのཧຍをのᵝに進めるのか。 

  (ᅇ⟅)まだࡑの⤌ࡳがฟ᮶ていない。ḟのẁ㝵になる。  

࣭合ᐟなḟのୡ௦を担࠺学生を✚ᴟⓗにཧຍࡏࡉてもらいたいがࢧポーࢺは࠺か。 

(ᅇ⟅)IFEフォーラムからの支援をཷけたい。  

࣭ㄢ㢟は多く࠶るが、≉にᐇ⌧でࡁないとレーザー᰾⼥合⅔ࡑのものが成❧しなくなるㄢ

㢟 はఱかとい࠺所を議ㄽしてᥦすることをᮃࡴ。 

ᑂ議ࠖࠕ

レーザー᰾⼥合、パワーレーザーと高エネルギー密度科学に関する有識者によるᑂ議は௨

ୗの㏻ࡾ。 

࣭ᡓ␎会議で発㟁⅔のᐇ⌧を┠ᶆとしたことはホ౯でࡁる。  

、⌮ฎࣜࣈࢹパワーレーザーの⏝として、 ᬮᑐ⟇、ᨺᑕ⥺ᗫᲠ≀ฎ⌮、Ᏹᐂࣁ࣭

᰾⼥合推進ຊࣟࢺࢵࢣな多くの⏝㏵がᮇᚅでࡁる。  

࣭国❧大学ἲேのとࡁに㐠Ⴀ㈝㔠はῶらࡉない、高➼ᩍ⫱㈨㔠をቑࡸすとࢀࡉてい

たが࠺ࡑはなっていない。このⅬにࡁࡘ、௨ୗの࣓ࢥンࢺが࠶った。 

�)総合科学技術࣭࣋ࣀーション会議に࠾いてᒣᴟ日本学術会議会長が主ᙇしてくࢀてい

る。 

2)阪大レーザー研のㄽᩥᩘも㐠Ⴀ㈝㔠のῶᑡにకいῶᑡしている。㈨㔠のῶᑡはእ㒊

㈨㔠をቑࡸし⿵っているが、㈨㔠のฟ᪉が重せで࠶る。 

3)ⱝᡭのே௳㈝がῶっているのが≉にၥ㢟。 

�)㔠ῶᑡはタを㐠Ⴀすることからすると、⨨㐠㌿㈨㔠がῶることよ࣐ࡾシンࢱ

ムῶ、研究ຊపୗが起ࡁる。大ᆺタの㐠Ⴀの⤌ࡳを⪃࠼るᚲせが࠶る。  

࣭⇕᰾⼥合にᑐし、重࢜ン࣑ࡸュー࢜ン᰾⼥合なの᪉ᘧは࠺か。関㐃する࣓ࢥ

ンࢺとして、 

㸯)レーザー᰾⼥合ᡓ␎会議の୰には重࢜ンのேもධっている。重࢜ンは⨨つᶍが   

大ࡁくなるၥ㢟が࠶る。 

2)の᪉ᘧの≧ἣもㄪ、多ᵝᛶの࠶るᡓ␎会議にしたい。  

  。ࡁࡴ㎸ࡳ⤌ࡾるものも᰾⼥合ᡓ␎にしっかࢀいにៅ重がồめらᢅウムなࢳࣜࢺ࣭

けてのࡘな分㔝と関ಀをࢁいࢁいとᗈかがらないため、いࡉのつᶍは小ࢸࢽュ࣑ࢥ࣭

分㔝にこࡕらがཧຍするだけでなく、の分㔝からもこࡕらにฟ向いていくことがᚲせ

で࠶る。Ḣᕞࡸ୰国の動ࡁをࣔࢹルとするᚲせが࠶る。  

࣭レーザーᇶ┙技術は᰾⼥合௨እにもᵝࠎなᛂ⏝がྍ⬟で࠶る。࣑ࢥュࢸࢽのヰを⪺い

てࢀࡑらにᛂ࠼るレーザーᥦをసった。ᡓ␎会議にも阪大௨እの多᪉㠃からேを集め

た。  

࣭研究の多ᵝᛶにしているが、࢝ࣜ࣊ル᪉ᘧ࣭ࢡ࣐࢝ࢺ᪉ᘧの㑅ᢥを㏕らࢀているよ࠺

で࠶る。こࢀに関㐃して௨ୗの࣓ࢥンࢺが࠶った。  
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�)᰾⼥合研は研究の多ᵝᛶをもって進めたいと⪃࠼ている。 

2)国はࢡ࣐࢝ࢺ I7E5 をすすめているがࢀࡑに集୰することを最⤊Ỵᐃしたわけではな

い。ただし国の᪉㔪の位⨨࡙けでは、࢝ࣜ࣊ル࣭レーザーは学術となっている。 

3)㑅ᢥに関して、レーザー᪉ᘧでは高㏿Ⅼⅆを㑅ࢇだが、最⤊ࢱーࢺࢵࢤが㐪࠺だけで、

の᪉ᘧにも㌿はྍ⬟でࡑ、ࡾ࠶こはレーザーのフレ࢟シࢸࣜࣅかが生ࡁている。  

࣭パワーレーザーの⏘ᴗしているᛂ⏝は⌧ᅾレーザーຍ工しかない。ンフラの᳨ᰝに

はࢺࢫࢥがまだ高くᐇ⏝ⓗでない。パワーレーザーフォーラムでもᛂ⏝もྵめて議ㄽし

てしい。 

࣭企ᴗとしてもࣆーࢽンࢢ➼ᵝࠎなᛂ⏝研究を進めてࡾ࠾、᰾⼥合もᛂ援している。 

࣭レーザーຍ工に╔┠ࢀࡉているが、ࡑのの⏘ᴗᛂ⏝にࡘいても、レーザーのࢺࢫࢥホ

౯もྵめて᳨ウを進めている。  

後の᪉㔪ࠕ  ࠖ最後に、௨上の多くの意見を生かす᪉ἲにࡁࡘᑂ議した。ࡑの⤖果、後

の有識者会議の進め᪉として、ḟの᪉㔪がỴᐃࢀࡉた。  

࣭後、でࡁるだけ᪩いᮇに有識者会議専門委員会を開催し、レーザー᰾⼥合ᡓ␎会議

のᑂ議≧ἣの報告をཷけ、IFE フォーラムᥦ言➼のᑐᛂを⪃࠼る。  

࣭ᮇを見て➨2ᅇ有識者会議をᐇする。  
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5� 日本学術会議࣭IFEフォーラム බ開シンポジウム

ᑗ᮶のエネルギー科学技術に向けたパワーレーザーと高エネルギー密度ࠕ

科学のᙺとᒎᮃࠖ㸦ᴫせ㸧

⾲記බ開シンポジウムが日本学術会議㸦総合工学委員会エネルギーと科学技術に関す

る分科会㸧とIFEフォーラムの主催によ2022、ࡾ年㸰月3日࢜ンランで開催ࢀࡉた。大

阪大学レーザー科学研究所を主会ሙとして =RRP :HELQDU で㓄ಙࢀࡉ、の㸲㸮㸮ྡ௨上

のཧຍが࠶った。 

会議のෑ㢌、エネルギーと科学技術分科会パワーレーザー技術と高エネルギー密度科

学小委員会委員長近藤駿介よࡾ、௨ୗの㊃᪨ㄝ明が࠶った。 

日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会は、2020 年 6 月に、

パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の㔞Ꮚⓗ㣕㌍と⏘ᴗ成ࠖと㢟するᥦ言をࠕ

බ⾲した。このᥦ言は、ࠕレーザー᰾⼥合ࠖ、ࠕ高ᅽ≀㉁科学ࠖ、ࠕレーザー生成㔞Ꮚࣅ

ーム⏝ ࢫࢭࣟࣉレーザーࠕࠖ、 ➼ࠖに関する研究開発が、ḟୡ௦のエネルギー科学技術࣭

⏘ᴗ活動の㈉⊩とこࢀを担࠺ேᮦ⫱成のほⅬも㋃ま࠼て、⃭しい国㝿➇தのもとで推進

ているパワーレーザー࣭高エネࡁらにఃして進めてࢀているので、我が国としてはこࢀࡉ

ルギー密度科学の研究開発を୍ᒙᙉし、ୡ⏺最高レ࣋ルの⧞ࡾ㏉し࣭高ฟຊの大ᆺパワ

ーレーザータをタ⨨し、᪂たな学術の開ᣅࡸ⏘ᴗ成に⧅がる౯್㐀࣭ேᮦ⫱成に࢜

ールジࣕパンでྲྀࡁࡴ⤌ࡾとい࠺もので࠶る。 

分科会はこのᥦ言を㋃ま࠼て、この分㔝の研究開発を、我が国のエネルギー科学技術の

進ᒎにᚲ㡲の᪂技術࣭᪂ᮦᩱの成とேᮦ⫱成にᐤすることもど㔝にධࢀて࠺ᙉす

るࡁかにࡁࡘ、⇕エネルギー⏝ࡸ⇕࣭㟁Ẽエネルギーኚに関する分㔝からのධຊも

ᚓて議ㄽすることは、2050年࢝ー࣎ンࢽューࢺラル(&1)がၐ࠼らࢀている、ᐅをᚓて

いると⪃࠼関㐃分㔝のྲྀࡳ⤌ࡾの報告とパネルウㄽとでᵓ成ࢀࡉるこのシンポジウムを

開催することになった。 

ᇶㄪㅮ₇、パネルウㄽを⤒てシンポジウムの議ㄽを総ᣓすると௨ୗの㏻ࡾで࠶る。 

㸯㸧 研究ィ画を❧てるに࠶た75、ࡾ/(7HFKQRORJ\ 5HDGLQHVV /HYHOV)をホ౯しᐇ⌧ま

でのࣟーࣉࢵ࣐ࢻをస成して議ㄽするᚲせが࠶る。75/はまだまだ࣑ࢹ࢝には

なじࡳのⷧい言ⴥで࠶る。75/5はᐇ㦂ᐊの୰でのཎ⌮ᐇドでࡾ࠶、こࢀはᬑẁࡸっ

ている研究とࡰ同じで࠶る。しかし、75/6㹼ࡄ�らいまで⾜くのは୍ẁとࣁーࢻ

ルが高い。ࣁパワーレーザーがもたらす先に࠶るࢦールには、いࢇࢁなものが࠶

る。高⧞ࡾ㏉しパワーレーザーは≀⌮学なの学術ᛂ⏝のࡳならࡎ⏘ᴗᛂ⏝にᗈが

っていくのが共㏻ㄆ識だが、学術ᛂ⏝での75/ホ౯も⪃࠼るとよい。 

㸰㸧 米国ではパワーレーザータの㐃ᦠを米国では �0 ᶵ関ࡄらいで⾜っている。ࡑの
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୰でまとまってタᩚഛをࡸっている。我が国も、米国のネࢺࢵワーࢡとࣜンࢡしパ

ワーレーザーのタ㐃ᦠを⾜࠺ことが重せで࠶る。⌧ᅾ、我が国のレーザーネࢺࢵワ

ーࢡにはレーザーຍ工分㔝のࢹジࢱルࢺランࢫフォー࣓ーション(';)が࠶る。ேᮦ⫱

成をྵめたᙧで国㝿㐃ᦠを進めるࡁで࠶る。 

最近の日本の科学技術のపୗがၥ㢟になっている。୍ のཎᅉは、ᾏእの୍ὶのᶵࡘ

関に⾜って⮬ら研究する意ḧをᣢࡘⱝᡭ研究者のᩘのῶᑡで࠶る。ࡑの⤖果として、

ᾏእとの共ⴭㄽᩥがⴭしくῶっている。୰᰾ᣐⅬでの研究開発では、ᾏእのᣐⅬとの

ネࢺࢵワーࢡでⱝᡭ研究者の⫱成もྵめて⾜࠺ᚲせが࠶る。 

３㸧 ୡ⏺で多ᩘの大ᆺパワーレーザータでは、┿✵の≀⌮から᰾⼥合⇞↝ࣉラ࣐ࢬの

科学まで、᪂しい㡿ᇦがᒎ開ࢀࡉよ࠺としている。ୡ⏺と共に日本がこࢀからのୡ⏺

にᚲせとࢀࡉる学術ࡸ⏘ᴗを先導していくためには、最先➃の研究をでࡁる⎔ቃが重

せで࠶る。-�E3R&+なの大ᆺパワーレーザータは、ୡ⏺とఃする研究⎔ቃをᥦ౪

するもので࠶る。研究ᣐⅬが国内に࠶るのは、日本のⱝい学生ࡸこの分㔝に進も࠺と

ᛮっているⱝᡭ研究者にとって、とてもບࡳになることで࠶る。 

 ௨上の議ㄽによࠕ、ࡾパワーレーザーと高エネルギー密度科学は、科学技術࣭⏘ᴗ技術

に࠾ける6RFLHW\5�0のᐇ⌧ならびに&1の㐩成に重せなᙺを果たすものでࡾ࠶、長ᮇⓗ

に我が国がこの分㔝の研究開発に࠾いてୡ⏺を≌ᘬするには、国㝿ⓗேᮦ⫱成のため͆ୡ

⏺の㐨ሙ͇としての୰᰾ᣐⅬを国内にᣢࠖࡁࡘでࡦ、ࡾ࠶いては国㝿ⓗにࣜーࢲーシࢵ

 。たࢀࡉるேᮦの⫱成に㈨すると⤖ㄽࢀをྲྀࣉ

 上記のシンポジウムのㅮ₇の内ᐜは௨ୗのཧ⪃ᅗに♧す㊃᪨で、ࠕ学術の動向ࠖの≉集

としてฟ∧ࢀࡉた。また、シンポジウムのࢢࣟࣉラムは௨ୗの㏻ࡾで࠶る。 

ラムࢢࣟࣉ                  

�� はじめに  

2� ᇶㄪㅮ₇�I  

2�� フォࢡࢵࢽࢺ⤖ᬗ㠃発ගレーザーの進ᒎとᒎᮃ �究ᴟの༙導యパワーレーザー

のᐇ⌧を┠ᣦして 

 㔝⏣ 進 (学術会議㐃ᦠ会員、ி㒔大学工学研究科ᩍᤵ) 

2�2 エネルギー科学に࠾けるレーザーࢵࢭࣟࣉシンࢢのㄢ㢟とᒎᮃ  

 小ᯘ ὒᖹ (ᮾி大学≀ᛶ研究所ᩍᤵ)  

2�3 パワーレーザー࣭高エネルギー密度科学のㄢ㢟とᒎᮃ 

 兒玉了祐㸦学術会議㐃ᦠ会員、阪大レーザー科学研究所所長㸧 

3� ᇶㄪㅮ₇�II 

 ラルᐇ⌧に向けた⇕エネルギー⏝の⌧≧とᒎᮃࢺューࢽン࣎ー࢝ ��3

 藤ᒸᜨᏊ㸦学術会議≉௵㐃ᦠ会員 ᰴᘧ会♫フンࢡショࢼル࣭フルࢻࢵ௦⾲

ྲྀ⥾ᙺ♫長㸧 

3�2 エネルギー科学技術に࠾けるレーザー㥑動㔞Ꮚࣅームの⏝ 

 Ἑ内ဴဢ㸦国❧研究開発ἲே㔞Ꮚ科学技術研究開発ᶵᵓ 関す研究所所長㸧  

− 13−



3�3 エネルギー最㐺に向けたᮾⰪのྲྀࡳ⤌ࡾ 

 ⴠ合 ㄔ㸦ᮾⰪエネルギーシࢸࢫムࢬᰴᘧ会♫エネルギーシࢸࢫム開発ࢭンࢱー

ジ࢙ネラル࣐ネージࣕー㸧 

�� 総合ウㄽ                

  ⏝ラルに向けたレーザー技術のᛂࢺューࢽン࣎ー࢝ ���

��2 総合ウㄽに࠾ける㉁ 

��2�� パワーレーザー技術と᪂⏘ᴗ成と75/  

��2�2 ⇕エネルギー⏝による&1の㈉⊩にࡘいて  

��2�3 ネࢺࢵワー࣭ࢡ国㝿㐃ᦠ、ேᮦ⫱成  

��2�� エネルギー科学技術と学術研究のࡾ࠶᪉と研究開発୰᰾ᣐⅬ  

��2�5 総合ウㄽまとめ  

5� 㛢会 

㸦ヲ⣽はIFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$3�ཧ↷㸧 
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ཧ⪃ᅗ 学術の動向 2�ᕳ �ྕ㸦2023年 �月㸧 ≉集ࠕパワーレーザーと高エネルギ

ー密度科学技術の進ᒎと᪂⏘ᴗ成ࠖの㊃᪨

㸦 KWWSV���ZZZ�MVWDJH�MVW�JR�MS�EURZVH�WLWV�2����BFRQWHQWV��FKDU�MD ཧ↷㸧
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6� ➨ 2ᅇ パワーレーザーと高エネルギー密度科学技術に関する

有識者会議

 ➨ 2 ᅇ IFE フォーラム有識者会議は 2022 年 � 月 �� 日㸦ᮌ㸧ᮾி㒔༓௦⏣༊⾗議㝔➨

୍議員会㤋 国㝿会議ሙに࠾いて開催ࢀࡉた。この会ሙで開催でࡁるよ࠺になったのはሷ

㇂❧⾗議㝔議員のዲ意によるもので࠶る。会議は┿㸯のよ࠺な༟ᙧᘧで開催ࢀࡉた。

┿㸯 会議ሙ㢼ᬒ㸦⾗議㝔➨୍議員会㤋 国㝿会議ሙ㸧 

会議に先❧ࡕ、長年この有識者会議でご助言いただいたᨾ有㤿ᙲே先生のご㏽ཤをࡳ

㯲⚏をᤝࡆた。⥆いて、有識者会議議長 近藤駿介㸦ཎᏊຊ発㟁⎔ቃᩚഛᶵᵓ⌮長㸧よ

 。った࠶௨ୗの開会の㎡が、ࡾ

までに各᪉㠃にᑐして、レーザー᰾⼥合のᐇ⌧を┠ᣦして、関㐃ࢀこの有識者会議はこࠕ

分㔝のᣑ大をど㔝にධࢀて、ேᮦ⫱成に関する୰᰾ⓗなᣐⅬをᩚഛすしとい࠺ᥦ言をし

てࡁたとこࢁです。୍᪉、学術会議では 2020 年 6 月に、このことに関する専門ᐙからᵓ

成ࢀࡉる小委員会で、2 年にわたって議ㄽを㋃ま࠼た᳨ウをᇶにして、ࠕパワーレーザー

技術と高エネルギー密度科学の㔞Ꮚⓗ㣕㌍と⏘ᴗ成ࠖといࢺࢱ࠺ルでᥦ言をබ⾲しま

した。このᥦ言は、多ᒱにわたる分㔝のㅖㄢ㢟の解Ỵにᐤする多ᵝな研究を推進するの
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に㐺した、多ࣅーム高⧞ࡾ㏉しの大ᆺパワーレーザー⨨をもࡘ୰᰾ⓗ研究ᣐⅬをᩚഛす

るࡁとしています。 

この会議の࣓ンࢸー࣐でࡾ࠶ます័ᛶ᰾⼥合では、200�年に米国が国❧Ⅼⅆタ、1IF

を成ࡏࡉて、⮬ᕫⅬⅆの㐩成をୡ⏺୰が見Ᏺっていました。௨᮶、担当者はᠱなດຊ

を重ࡡてᐇ㦂とシ࣑ュレーションによࡾパラ࣓ーࢱーをࢧー࣋し、ࢱーࢺࢵࢤならびに

ධຊレーザーἼᙧをᨵⰋし、202�年 �月、⮬ᕫⅬⅆをᐇ⌧することに成ຌし、ึめて័ᛶ

᰾⼥合のཎ⌮がᐇドࢀࡉました。 

ᐇ⏝に⮳るには、いわࡺる㨱のᕝとかṚの㇂とかࢲーウンのᾏとかをいかにࡾ㉺

、いて࠾ものこのሙの議ㄽに⚾。ࢇࡏまࡾなࡤࢀからጞめなけࢀていくかの議ㄽをこ࠼

日本としてこの≧ἣに࠾いて、後ྲྀࡁࡴ⤌ࡾことを࠺タィし、ୡの୰にㄝいていく

か、࠶るいは支援をồめていくかとい࠺ことを᳨ウする有意⩏なሙとなࡾますことを祈念

して、⚾の開会の࠶いࡘࡉといたします。ࠖ 

⥆いて、主催者を௦⾲してIFEフォーラムᗙ長 㧘す୍ග㸦関す㟁ຊ ᇳ⾜ᙺᖖ務㸧のᣵ

ᣜの後、᳃ⱥ介⾗議㝔議員ならびにሷ㇂❧⾗議㝔議員よࡾᣵᣜをいただいた。 

┿㸰 高す୍ග IFE フォーラムᗙ長㸦ᕥ㸧、᳃ⱥ介 ⾗議㝔議員㸦୰ኸ㸧 

   ሷ㇂❧ ⾗議㝔議員㸦ྑ㸧 

会議ෑ㢌のᇶㄪㅮ₇としてレーザー学会会長 ஂ間和生㸦(㎰ᴗ࣭ 㣗ရ⏘ᴗ技術総合研究

ᶵᵓ⌮長)よࡾ、௨ୗのパワーレーザー関㐃の科学技術のᮇᚅが㏙らࢀた。 

のレーラルࢺューࢽン࣎ー࢝として、2050年ࡘレーザー学会の会長としてのの୍ࠕ

ザー技術の㈉⊩にࡁࡘᥦ言書をసࡾ年の�月にබ⾲した。このᥦ言書では、レーザー技

術が࢝ー࣎ンࢽューࢺラルᐇ⌧に向けて㠀ᖖに有ຠで࠶るとしています。 

レーザーは㠀ᖖにᬑཬが進ࢇでࡾ࠾ますが、レーザー技術をまだまだ発ᒎࡏࡉなくては

いけまࢇࡏ。ࡤ࠼ฟຊをࡉらに上ࡆるとか、Ἴ長㡿ᇦをᣑ大することによって、ග㏻ಙ
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で࠶るとか↷明とか⮬動㌴とかの⏝がࢇࢇቑ࠼るはࡎです。ࡉらに㎰ᴗのୡ⏺とか、

日ヰ㢟になるレーザー᰾⼥合で᪂しい分㔝がᗈがっています。 

 ≉に༙導యレーザーは、日本が㠀ᖖにᙉい分㔝で、ここを୍ࡘのṊჾにしてࡉらにᙉく

することがᚲせだとᛮっています。ࡤ࠼ 50㸣60㸣⛬度のຠ⋡を �0㸣௨上にすることに

よって、ୡの୰のගのୡ⏺が大ࡁくኚわるとᛮいます。ᚑいまして、先ෑ㢌で⏦し上

ࢺューࢽン࣎ー࢝㢪いして、2050年࠾に、レーザー学会では所ᒓの先生᪉に࠺ましたよࡆ

ラルにレーザーがࢀだけ㈉⊩でࡁるかをいࢁいࢁとㄪました。レーザー技術をᛂ⏝し

たエネルギーの生成、࠶るいはレーザーをったシࢸࢫムがಁ進ࢀࡉていくとᮇᚅを⭾ら

まࡏています。ࠖ 

レーザー学会会長のㅮ₇に⥆ࡁ、本会議の主㢟で࠶るࠕパワーレーザーと高エネルギー

科学技術ࠖの動向と我が国の開発ᡓ␎にࡁࡘ大阪大学レーザー科学研究所兒玉了祐所長よ

 。った࠶で࠺ᑂ議を開ጞした。兒玉所長のㄝ明ᴫせを௨ୗのよࡾ࠶௨ୗのㄝ明がࡾ

までのパࢀたい。こࡁていただࡏࡉパワーレーザー୰᰾ᣐⅬᵓ(-�E3R&+ᵓ)をᥦࠕ

ワーレーザーの研究開発では、エネルギーをでࡁるだけ大ࡁくして、᰾⼥合のⅬⅆ⇞↝を

ᐇドするとか、レーザーᙉ度をᙉくして᪂しいᴟ㝈の≧ែをసࡾ学術をᒎ開することが㏣

ồࢀࡉてࡁた。こࢀにᑐし、20�5年௨᮶の関ಀ࣑ࢥュࢸࢽの議ㄽで、高い⧞ࡾ㏉しのᖹ

ᆒฟຊの大ࡁいレーザーでୡ⏺を先導するࡁとなった。ࡑの⤖果、⧞ࡾ㏉しを上ࡆるこ

とで、᪂しい学術、᪂しい技術を多く生ࡳฟすことがでࡉ、ࡁらに最近のࢹーࢧࢱエン

 。るࡁᚓることがでࡾ㏉しレーザーによࡾ⧞をࢱーࢹࢢࢵࣅにᚲせなࢫ

୍᪉、࣓࢝ࣜの᰾⼥合ᐇ㦂タ1IFでレーザー᰾⼥合のⅬⅆ⇞↝がࡰᐇ⌧し、᪂た

なエネルギー※となるྍ⬟ᛶがฟてࡁた。࢝ー࣎ンࢽューࢺラル 2050 年が♫会ⓗなㄢ㢟

で、ࡑこからࢺࢫࣕ࢟ࢡࢵࣂすると 2030 年ごࢁまでに、レーザー᰾⼥合ᮍ⮫⏺⅔のᐇド

がᚲせとなる。࣓࢝ࣜの᰾⼥合Ⅼⅆは � 日に 2 ᅇࡄらいしかᡴてないレーザーでࡾ࠶、

大阪大学の⌧ᅾのレーザーも�間か2間に�ᅇしかᡴてない。୍᪉、高ᖹᆒฟຊのレ

ーザーがいࢇࢁなとこࢁで開発が進めらࢀてࡾ࠾、レーザーຍ工なに向け⧞ࡾ㏉しレー

ザー開発が進ࢇでいる。わࢀわࢀも�0年ࡄらい๓から༙導యレーザーをບ起ග※にして、

日本がᚓ意のࢭラࢡࢵ࣑レーザーをቑᖜ፹㉁とする開発を進めている。ࡑの⤖果、⌧ᅾ、

�⛊間に�00ᅇᡴてるレーザー開発を進めている。2050年の࢝ー࣎ンࢽューࢺラルに向け、

レーザー᰾⼥合発㟁所ではࢱーࢺࢵࢤᚓ�00がせồࢀࡉる。こࢀにᑐし、⇕※を┤᥋Ỉ

⣲〇㐀に࠺ことでよࡾపいࢱーࢺࢵࢤᚓでエネルギーᛂ⏝がྍ⬟となࡾ、技術開発の

 。ルもୗがるࢻーࣁ

 ௨上まとめると、2030 年までに多┠ⓗな高⧞ࡾ㏉し大ᆺレーザー(-�E3R&+)を⏝いた研

究開発を開ጞすることが重せでࡾ࠶、レーザー᰾⼥合でୡ⏺を先導するためには、୰᰾ᣐ

Ⅼを᪩ᮇに❧ࡕ上ࡆることがྍḞで࠶る。ࡉらに、୰᰾ᣐⅬによࡾ▱㈈を☜ಖすること

る。≉に、2030࠶ேᮦ⫱成の活ᛶがྍḞでࡸ 年௨㝆の研究開発のᒎ開を⪃࠼たとࡁ、

ᛴがなけࡤࢀいけないのはேᮦ⫱成で࠶る。2050年を見㉺してேᮦを⫱てるには、⧞ࡾ㏉

しパワーレーザーを多┠ⓗに多くの研究分㔝の᪉にってもら࠺ことがᚲ㡲と⪃࠼てい

る。こࢀまでもᥦ言してࡁたよ࠺に⧞ࡾ㏉しパワーレーザーは、᪂しいᮦᩱをసࡾฟすと

か、࠶るいはᏱᐂの࣑ࢦをྲྀࡾ㝖くᡭẁとかいࢇࢁな┠ⓗに࠺ことがྍ⬟で࠶る。⤖果
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ⓗにୡ⏺からேが集まって、ேᮦが⫱ࡘとᛮっている。我が国の後の推進᪉⟇にࡁࡘ、

ご意見を賜ࡤࢀᖾいで࠶る。ࠖ 

 上記の兒玉所長のᥦをཷけてᑂ議がࡾ࠶、多くの貴重な意見をいただいた。いくࡘ

かの意見と㉁ᛂ⟅を⤂介すると௨ୗの㏻ࡾです。 

4� 1IFによって、᰾⼥合Ⅼⅆに成ຌしたとい࠺のは大ࡁなことだとᛮいます。ࡑの後のㅖ

ㄢ㢟として、㸯㸧ࡉらに᰾⼥合ᚓを高くすること。㸰㸧日本として⧞ࡾ㏉しを⤒るなࡾ

して、Ⅼⅆを┠ᣦす。３㸧エネルギーᛂ⏝としてỈ⣲を〇㐀する。ࡑの୰でこにຊをධ

 としているのか㸽࠺ࢁࡸてࢀ

$� 日本はࠕ⅔ をࠖ┠ᣦし、⧞ࡾ㏉しのとこࢁに୰ᚰを⨨いて、でࡁるだけ᪩く▱㈈をᢲࡉ

 。にὀຊしたいとᛮっているࢁとこ࠺ていくとか、ேを⫱てるとい࠼

4� 1IFで、ࢽューラルネࢺࢵワーࢡなをってパラ࣓ーࢱーㄪᩚが࠺まくいࡁ、画ᮇⓗ

にᛶ⬟が上がったとᛮいますが。ࢽューラルネࢺࢵワーࢡはఱをࡸって、࠺い࠺≀⌮の

進ᒎにࡘながったのか。 

$� �日に�ᅇか2ᅇの爆⦰ᐇ㦂⤖果をࢹーࢧࢱエンࢫにかけるため、米国では�0年間

のᐇ㦂⤖果をࡎっとため⥆けて、ࢀࡑをᇶにᶵᲔ学⩦をࡏࡉて最㐺していった。 

のため、1IFࡑ  が 200� 年に成して 20�� 年のⅬⅆᐇドを┠ᣦしていたが㐩成でࡎࡁ、

ධࡾᐇ㦂でᶵᲔ学⩦をྲྀ࣐ࢬラࣉ、もࠎㄢ㢟を解Ỵして成ຌに⮳った。我ࡘࡎࡘの後୍ࡑ

のもののࡑのᘏ長で、᰾⼥合のᛂࡑ。にしています࠺るよ࠼をࢱーࢹࢢࢵࣅるためࢀ

最㐺をすることをጞめかけている。同ᵝのことが᰾⼥合⅔になってもᚲせと⪃࠼ている。

関㐃して、௨ୗの࣓ࢥンࢺをいただいた。 

&�࣓࢝ࣜ  '2E の࢜フ࣭ࣈ࣭࢜ࢫフュージョン࣭エࢼジー࣭ࢧエンࢫ(2FE6)が主催

で、年の2月のୗ᪪に、ワーࢡショࣉࢵが開かࢀ、日本からど⫈した。㠀ᖖに活発な議

ㄽが⾜わ7ࢀLPH LV 1RZが࢟ーワーࢻになった。ࢇࡑなよ࠺な⾲⌧で、᰾⼥合はいࡘも20

年先30年先と言っていたがだいࡪ≧ἣがኚわってࡁた༳㇟をᣢった。 

&㸸ึめて -�E3R&+ ᵓを⪺いたのは 5 年๓㸦20�6 年㸧で࠶る。௨᮶、こࢀなら࢜ールジ

ࣕパンで動いて、⏘ᐁẸ୍యとなって、ࣁパーレーザーの学術、ᛂ⏝、ࡑしてレーザー

᰾⼥合のᐇ⌧をຍ㏿でࡁ、ୡ⏺を先導でࡁると⚾は感じた。⚾はジ࢙ポࢡࢵᵓに่⃭

 。E;�FXVLRQを有ᚿ3ேでタ❧したࣉࢵࢺーࢱࢫて、年ኟにレーザー᰾⼥合ࢀࡉ

&� 兒玉先生のヰが㠀ᖖにまとまってࡁた༳㇟で࠶る。ここまで᮶たらࢼショࢼルࣟࣉジ

ࡆ上ࡾがฟてくることが┠ᶆになる。国としてྲྀࡁる動ࡆ上ࡾっとྲྀࡕࡁ、としてࢺࢡ࢙

るには、ୡの୰が࠺ࡑ、ࢇ࠺ࠕだなࠖとならないといけない。このⅬにࡁࡘ、ఱかいい

 。る࠶がᚲせでࢫࣂࢻ
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&�ーション࣋ࣀるཎᏊຊのᑗ᮶、Ẹ間㈨㔠による᰾⼥合࠼⪄ⱝᡭがࠕ  とࠖいࢺࢱ࠺ル

のㅮ₇が࠶った。ࡸ᰾⼥合のୡ⏺にẸ間㈨㔠がࢇࢇධってࡁてࡾ࠾ 2020 年で⣼ィ

が2�000൨、�年後202�年には��000൨ቑ࠼て3�000൨になったとのことで࠶る。ࢀࡑ

ᨻᗓよ、㡹ࠕージはࢭࢵらい᰾⼥合を┠ᣦした研究にẸ間の㈨㔠がධっている。この࣓ࡄ

ᙇࠖࢀとい࠺ことで、ୡの୰の研究開発のࣔࢹルがኚわってࡁているとい࠺ことを念㢌に

⨨くᚲせが࠶る。 

  

௨上の㉁と࣓ࢥンࢺをもとに、近藤議長よࡾ後の活動にࡁࡘ௨ୗのᥦが࠶った。

いて本日の議㢟࠾て、わが国のᨻ⟇、⟇に࠼有識者会議としては専門ᐙの議ㄽを㋃まࠕ

が重せとい࠺ことをୡにၥ࠺ᚲせが࠶る。ࡑのၥࡁ࠺内ᐜをࢇࡕࡁとすることが大で

ࢀる。こ࠶らに⢭⦓していくᚲせがࡉて࠼のため、本日のᥦとご意見を㋃まࡑ。る࠶

だけୡの୰がኚわってࡁたことも⪃៖し、いただいたごᣦをཧ⪃にしてᥦを⢭ᰝする

సᴗを有識者会議専門委員会で⾜い、ㄝᚓຊの࠶るᥦ言を♫会と共有でࡁるよ࠺にした

い。ࠖと会議が総ᣓࢀࡉ㛢ᖥした。 
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�� 日本学術会議 見解ࠕ多ᵝな▱が活㌍でࡁる大ᆺパワーレーザータの

ᐇ⌧と国㝿ⓗな୰᰾ᣐⅬのᵓ⠏ࠖ㸦せ᪨㸧

   この見解のཎは、総合工学委員会 エネルギーと科学技術分科会 ならびに、当分科

会にタ⨨ࢀࡉた ࣁパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会 でྲྀࡾま

とめらࢀたもので࠶る。 

స成の⫼ᬒ

高エネルギー密度科学は、パワーレーザー技術の進Ṍとともに発ᒎし、学術成ཬび᪂

技術ฟに㈉⊩することが近年≉にᙉくᮇᚅࢀࡉている学㝿分㔝で࠶る。我が国は、この

分㔝に࠾いてୡ⏺にఃする成果を上ࡆてࡁたことに㚷ࡳて、ᘬࡁ⥆ࡁこの分㔝に࠾ける≌

ᘬ者の୍⩼を担ࡁ࠺との⪃࠼から、日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術

に関する分科会よࡾᥦ言ࠕパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の㔞Ꮚⓗ㣕㌍と⏘

ᴗ成ࠖ㸦2020 年㸴月 �6 日㸧がබ⾲ࢀࡉた。ࡑこでは、ୡ⏺最高レ࣋ルの⧞ࡾ㏉し࣭高

ฟຊの大ᆺパワーレーザータを高エネルギー密度科学推進の୰᰾ᣐⅬとしてୡ⏺に先

㥑けてタ⨨し、᪂たな学術の開ᣅࡸ⏘ᴗ成にࡘながる౯್㐀࣭ேᮦ⫱成を⾜ࡁ࠺で

 。たࢀࡉると࠶

同ᥦ言බ⾲後もパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学はⴭしく進ᒎを⥆け、大ᆺ

パワーレーザータの開発ࡸネࢺࢵワーࢡが多くの先進国で進めらࢀている。我が国に

レࣈ㏉し動సがྍ⬟な大ᆺパワーレーザーをᐇ⌧するための技術ⓗࡾ⧞、いては、最近࠾

ーࢫࢡルーが࠶った。また、米国に࠾いては、202�年に᰾⼥合でエネルギーをྲྀࡾฟすた

めにྍḞな⮬ᚊⓗな᰾⼥合⇞↝がᐇドࢀࡉ、ே㢮ྐ上ึめてエネルギーቑᖜのධཱྀに฿

㐩するなの᪂ᒎ開が࠶った。このよ࠺な進ᒎをᇶに、米国に࠾けるᐁẸによるレーザー

᰾⼥合エネルギー開発ࡸ、Ḣ米୰に࠾ける高エネルギー密度科学推進యไのᐇに向けた

㢧ⴭな動ࡁが࠶る。 

このよ࠺なパワーレーザー技術と高エネルギー密度科学の㣕㌍ⓗな進ᒎとᛴ⃭なኚ

の୰、ᶵを㐓することなく我が国のᙉࡳをいかしたႚ⥭のྲྀ⤌が、我が国がこの分

㔝でୡ⏺を先導していくためには、ྍḞな≧ἣに࠶る。 

⌧≧ཬびၥ㢟࣭ㄢ㢟

パワーレーザーは、ගのຊでᚑ᮶見࠼なかったものを見࠼るよ࠺にしたࡾ、こࢀまで地

上にᏑᅾしないᴟ㝈≧ែをࡘくࡾฟしたࡾでࡁる。ࡤ࠼、パワーレーザーගを㧥のẟの

༙分⛬度の小ࡉな㡿ᇦに集めると、▐間ⓗ㸦�0��㹼��2⛊⛬度㸧に �0 㹼㸯༓Ẽᅽのᅛయ

なエネル࠺る。パワーレーザーは、このよࡁែをᐇ⌧で≦࣐ࢬラࣉ㸯༓㹼ᩘ൨Ẽᅽのࡸ

ギー密度の高いᴟ㝈≧ែをࡘくࡾฟしᏱᐂࡸ≀㉁の本㉁᥈ồに関わる᪂しい学術を成

でࡁるとともに、エネルギー、ᮦᩱ、ࢫࣂࢹな♫会にᙺ❧ࡘ多ᵝな᪂技術を生ࡳฟす

ことがでࡁる。ࡑのため、パワーレーザーによる高エネルギー密度科学としてୡ⏺୰で重

せᛶがቑし➇தが⃭している。 
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我が国は、この学㝿ᛶ㇏かな高エネルギー密度科学に関する多くのᐇ⦼とࢀࡑを推進す

るためのパワーレーザー技術に࠾ける➇தຊを有している。 

୍᪉で、パワーレーザーを⏝いた高エネルギー密度科学の国㝿ⓗな重せᛶにもかかわら

ールジ࢜るࡁる技術を集⣙した多ᵝな▱が活㌍で࠶を生かし➇தຊࡳ我が国では、ᙉ、ࡎ

ࣕパンయไのせとなる高エネルギー密度科学の୰᰾ᣐⅬがᩚഛࢀࡉていない。 

また、我が国のᙉࡳとなるせ⣲技術の活⏝に関しても、ࢭ、ࡤ࠼ラࢡࢵ࣑レーザー➼

日本発の技術がᾏእではいࡕ᪩く大ᆺࣟࣉジࢺࢡ࢙で᥇⏝ࢀࡉている୍᪉、日本ではᙉࡳ

となるせ⣲技術を生かしたࣟࣉジࢺࢡ࢙がᑡなく、ࡑの活⏝に関しても㐜ࢀている。 

᪂しい௦に༶し多ᵝな▱が活㌍でࡁる国㝿➇தຊ࠶る高⧞ࡾ㏉し大ᆺパワーレーザ

ータを有した୰᰾ᣐⅬを㏿ࡸかにᐇ⌧するため、技術開発の⌧≧とㄢ㢟、୰᰾ᣐⅬでษ

を明☜にするࡾらにはேⓗ㈨本࣭技術ⓗ㈨※のᗈがࡉ、る学術࣭科学技術のᒎᮃࢀᣅかࡾ

ᚲせが࠶る。 

こࢀをもとに、多ᵝなࠕ▱の㐀ࠖとࠕ▱のල⌧ࠖがᐇ⌧でࡁる高エネルギー密度科

学の分㔝に࠾いてୡ⏺を先導するとともに、の学術分㔝のἼཬとᣢ⥆ⓗ発ᒎをྍ⬟と

する♫会の㈉⊩を┠ᣦした学術研究のᵓを明らかにするᚲせが࠶る。 

見解の内ᐜ

パワーレーザーを⏝いた高エネルギー密度科学は、多ᵝなࠕ▱の㐀 とࠖࠕ▱のල⌧

ࠖをᐇ⌧でࡁる学㝿分㔝として、ୡ⏺ⓗにࡑの重せᛶがቑすとともに㣕㌍ⓗに発ᒎし

ている。≉に最近では、パワーレーザーの技術ⓗࣈレーࢫࢡルーࡸ、レーザー᰾⼥合研究

の࣐ルࢺࢫーン㐩成、ࢀࡑに⥆く米国ᨻᗓの高エネルギー密度科学推進本᱁の動ࡁ

な、大ࡁな進ᒎが࠶った。このよ࠺な㣕㌍ⓗな進ᒎとᛴ⃭なኚの୰、我が国がこ

の分㔝でୡ⏺を先導していくためには、⊂⮬のᡓ␎のୗでᶵを㐓することなく我が国

のᙉࡳを活かした୰᰾ᣐⅬをᐇ⌧するࡁで࠶る。ࡑのため、多ᵝなࢸࢫー࣍ࢡルࢲー

の意見をྲྀࡾධࢀながら、௨ୗにྲྀࡁࡴ⤌ࡾで࠶る。 

࣭パワーレーザーに関する我が国のᙉࡳで࠶る➇தຊ࠶るᵝࠎなせ⣲技術を㏿ࡸかに

⤫合࣭集⣙し、シࢸࢫムᵓ⠏とᐇをຍ㏿し、高⧞ࡾ㏉しの大ᆺパワーレーザー

タをୡ⏺に先㥑けてᐇ⌧することにᣮᡓする。こࢀによࡾ、⃭しい国㝿➇தに࠾い

て、多ᵝな▱の活㌍によるᵝࠎな共をᐇ⌧し➇தຊ࠶るパワーレーザータを有

した国㝿ⓗな୰᰾ᣐⅬをᵓ⠏する㸦ཧ⪃ᅗཧ↷㸧。 

࣭ຍ࠼て、୰᰾ᣐⅬでษࡾᣅかࢀる学術࣭科学技術のᒎᮃཬびேⓗ㈨本࣭技術ⓗ㈨※

のᗈがࡾを明☜にし、当分㔝に࠾いてୡ⏺を先導する࢜ールジࣕパンయไをᙉす

る。 

こࢀらのྲྀ⤌によࡾ、多ᵝなࠕ▱の㐀ࠖとࠕ▱のල⌧ࠖをᐇ⌧する高エネルギー密

度科学とい࠺大ᶞを⫱ࡳ、ᇶ♏科学、≀㉁ᮦᩱ科学、生科学、エネルギー学から㏻ಙ࣭

ᾈ大な学術࣭科学技術࠺な分㔝࣭㡿ᇦにᶓ᩿ⓗなレーザー科学といࠎᵝ技術なࢫࢭࣟࣉ

成のᮭをᙧ成でࡁるとともに、エネルギー学ࡸ≀㉁科学なとᖜᗈく㐃ᦠすることで、

我が国の学術と♫会のᣢ⥆ⓗ発ᒎに㈉⊩でࡁる。 
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見解の┠ḟ

� はじめに ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯 

(�)  ୡ⏺を先導でࡁる分㔝ᐇ⌧のࣅジョン ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯 

(2)  ⫼ᬒと㊃᪨ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯 

ձ ⫼ᬒ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ղ ㊃᪨࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸯 

㸰 

2 国㝿➇தຊ࠶る大ᆺパワーレーザータのᐇ⌧ᛶ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ３ 

(�)  ୡ⏺の大ᆺパワーレーザータ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ３ 

(2)  ኚ㠉する大ᆺパワーレーザータ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸲 

(3)  国㝿➇தຊ࠶る大ᆺパワーレーザータᐇ⌧向けた技術ⓗㄢ㢟 ࣭࣭࣭࣭ 㸲 

ձレーザーシࢸࢫムとග学⣲Ꮚ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ղレーザー㥑動㔞Ꮚࣅーム ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ճ多┠ⓗに活⏝でࡁる高⧞ࡾ㏉し大ᆺパワーレーザータ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸲 

㸴 

㸴 

3 高⧞ࡾ㏉しパワーレーザーを有した୰᰾ᣐⅬでᣅかࢀる学㝿ⓗな学術 ࣭࣭࣭࣭ 㸶 

(�)  高エネルギー密度≧ែのᅛయ≀㉁ᮦᩱ科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸶 

ձ レーザーࢫࢭࣟࣉ工学࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ղ ≀㉁ᮦᩱ科学のためのデ᩿技術࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ճ ཎᏊ㐣⛬が支㓄ⓗな高エネルギー密度≀㉁科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

մ ㉸高ᅽ≧ែの≀⌮学と地⌫࣭ᝨᫍ科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

յ ㉸高ᅽ≧ែの≀㉁ᮦᩱ科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸶 

㸷 

㸯㸮 

㸯㸯 

㸯㸰 

(2)  高エネルギー密度≧ែのࣉラࢧ࣐ࢬエンࢫ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯３ 

ձ  ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 学⌮≀࣐ࢬラࣉ

ղ レーザーᏱᐂ≀⌮学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ճ レーザー᰾⼥合科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

մ レーザーࣉラ࣐ࢬຍ㏿≀⌮とຍ㏿ჾ科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸯３ 

㸯㸲 

㸯㸳 

㸯㸴 

(3)  高エネルギー密度ሙの科学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯㸵 

ձ ㉸高ᙉ度ሙ≀⌮学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ղ 㔞Ꮚ┿✵≀⌮学 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸯㸵 

㸯㸶 

� ேⓗ㈨本࣭技術ⓗ㈨※のᣑ大による♫会の㈉⊩ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯㸷 

(�)  ᪂たなேᮦ⫱成 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯㸷 

(2)  タ㐃ᦠによる分㔝のᣑがࡾ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸯㸷 

(3)  ♫会がᚲせとする技術の発ᒎ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸰㸮 

ձ ᑗ᮶、ᐇ⏝がᮇᚅࢀࡉる先➃技術ฟの㈉⊩ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

ղ ⏘ᴗࡸ国ᐙのᣢ⥆ⓗ発ᒎのᇶ┙となる重せな技術ຊ⥔ᣢ࣭ᙉの㈉⊩࣭  

ճ ࣜࢢーンࢺランࢫフォー࣓ーション㸦*;㸧の㈉⊩ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 

㸰㸮 

㸰㸮 

㸰㸯 

 に ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ 㸰㸰ࡾわ࠾ 5

㸦ヲ⣽はIFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$6�ཧ↷㸧 
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ཧ⪃ᅗ ᑗ᮶ࣅジョンとᐇ⌧のࣟーࣉࢵ࣐ࢻ㸦ฟ㸸小委員会స成㸧 
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�� ᾏእのIFE開発ᡓ␎

ᾏእに࠾いては、国とࢱࢫーࣉࢵࢺ企ᴗが㐃ᦠしてレーザー᰾⼥合もྵめフュージョ

ンエネルギー開発のẼ㐠が高まっている。ここでは、米国とࢶࢻの最近の動ࡁをྲྀࡾ上

 。介する⤂ࡆ

��� 米国のIFE開発ᡓ␎

 202���月の1IF による%UHDN�HYHQ㐩成をཷけ㸦ཧ⪃ᅗ㸯ཧ↷㸧、米国'2E 2FE6主催

のワーࢡショࣉࢵ㸸%$6I& 5E6E$5&+ 1EE'6 :25.6+23 21 I1E7I$/ F86I21 E1E5*<㸦議長 

7DPP\ 0D� //1/�共同議長 5LFDUGR %HWWL� 8QLYHUVLW\ RI 5RFKHVWHU㸧が2022年 6月開

催ࢀࡉた。ࡑの後、ワーࢡショࣉࢵのレポーࢺ㸸5HSRUW RI WKH IXVLRQ HQHUJ\ VFLHQFHV 

ZRUNVKRS RQ LQHUWLDO IXVLRQ HQHUJ\(2023����)がฟ∧ࢀࡉた。このレポーࢺのE[HFXWLYH 

6XPPDU\ にもと࡙く米国の IFE 開発ᡓ␎のᴫせを⤂介する㸦レポーࢺのヲ⣽はཧ⪃㈨ᩱ

$5�� をཧ↷㸧。 

'2E 2FE6のワーࢡショࣉのㅎၥは௨ୗの㸳Ⅼで࠶った。 

㸯㸧IFE研究の⌧≧ 

㸰㸧研究のࣉラࢸࣜ࢜ー ඃ先するIFE開発㡿ᇦを明らかにすること 

３㸧いࢁいࢁな᪉ᘧ࠾よびࢥンポーネンࢺの研究開発に࠾ける 7HFKQRORJ\ 5HDGLQHVV 

/HYHO(75/)を明らかにすること 

㸲㸧0FE 5	'と共㏻する㡿ᇦを明らかにし、IFEᅛ有の開発㡯┠を明らかにすること 

㸳㸧ᐁẸのパーࢼࢺーシࣉࢵのᙺ 

上記ㅎၥにᑐしワーࢡショࣉࢵで明らかになったⅬは௨ୗのとࡾ࠾で࠶った。 

㸯㸧 IFE は 0FEと␗なる技術ⓗඃ位ᛶとࣜࢡࢫをᣢったᮇᚅࢀࡉるフュージョンエネ

ルギーの᪉ᘧで࠶る。ᚑって、IFE を重せなフュージョンエネルギー研究開発分㔝

と位⨨けるࡁで࠶る。 

㸰㸧 1IF による᰾⼥合Ⅼⅆとࣈレーࢡーࣈンの㐩成はࢼーシࣕルフュージョンエ

ネルギー開発に࠾ける重せな࣐ルࢺࢫーンで࠶る。㸦ཧ⪃ᅗ㸯ཧ↷㸧 

３㸧 1IF によるⅬⅆをྵめ、米国のIFE 関㐃の科学技術の発ᒎは㐣ཤᩘ༑年にわたࡾ

主としてᏳಖ㞀のண⟬によるもので࠶るが、ࡑの⤖果として、米国は IFE 科学技

術のࣜーࢲーとなった。 

㸲㸧 米国に࠾いて、Ẹ間企ᴗは᰾⼥合エネルギーၟ⏝を進めてࡾ࠾、ᐁẸの㐃ᦠは

いࢁいࢁな᰾⼥合᪉ᘧの開発をຍ㏿するとᮇᚅࢀࡉる。 

㸳㸧 ᪂しい技術の⩦ᚓとࢺࢫࢸをຍ㏿し IFE 開発をຍ㏿するには、専⏝の᪂しいタ

もしくはࢢࣉࢵレーࢻしたタがᚲせで࠶る。ࢀࡑらのタでᚓらࢀる⤖果をࢫ

⅔᰾⼥合、ࢺࢫࢸのࢺࣉࢭンࢥ✀研究をはじめ各⌮≀、ࡾすることによࢢーࣜンࢣ

のࢥンポーネンࣈࢧࡸࢺシࢸࢫムの開発⨨となる。 

㸴㸧 I&Fのシ࣑ュレーションࢥーࢻは㐣ཤᩘ༑年にわたるᢞ㈨とసによ116$、ࡾ㸦国

ᐙ᰾Ᏻಖド㸧の国❧研究所に࠾いてసらࢀたもので࠶るが、IFE 科学技術の発ᒎ
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に㠀ᖖに重せな㈉⊩をしている。 

㸵㸧 の㈉⊩と分㔝ᗈい分㔝ࡾよ、ࡏࡉらに発ᒎࡉをࡾ᰾⼥合研究のᗈが࣐ࢬラࣉ

との㐃ᦠをすすめるᚲせが࠶る。 

㸶㸧 75/にࡘいてはཧ⪃ᅗ㸰のよ࠺に、IJQLWLRQ 	 UHDFWRU OHYHO JDLQ  の㐩成度に

 いてࡘ

/DVHU IQGLUHFW 'ULYH はレ࣋ル�              

/DVHU 'LUHFW 'ULYH (LQFOXGLQJ 6KRFN IJQLWLRQ) はレ࣋ル3 

FDVW IJQLWLRQ はレ࣋ル2 

+HDY\ IRQ FXVLRQ はレ࣋ル�、 

0DJQHWLFDOO\ 'ULYHQ FXVLRQ はレ࣋ル3 

としている。 

な࠾、技術成⇍度レ࣋ル(75/(7HFKQRORJ\ 5HDGLQHVV /HYHOV�75/)技術成⇍度レ࣋

ル(7HFKQRORJ\ UHDGLQHVV OHYHOV �75/)は 技術開発Ỉ‽�技術成⇍度ホ౯でࡾ࠶、、

య⣔ⓗな分ᯒにᇶ࡙いて、᪂技術の開発のレ࣋ルをホ౯するために⏝するᇶ‽で

。る࠶

y       /HYHO � ̽ ᇶ♏⌮ㄽの╔ẁ㝵

y       /HYHO 2 ̽ 技術せ⣲の㐺ᛂ、ᛂ⏝⠊ᅖの明☜

y       /HYHO 3 ̽ 技術ᐇドのࣔࢹンࢺࢫレーション(3URRI RI &RQFHSW)

y       /HYHO � ̽ ラ࣎レ࣋ルでのᐇド

y       /HYHO 5 ̽ シ࣑ュレーࢺཬびᐇ✵間でのᐇド

y       /HYHO 6 ̽ 地上でのシࢸࢫムとしての技術成❧ᛶの☜ㄆ

y       /HYHO � ̽ Ᏹᐂ✵間でのシࢸࢫムとしての技術成❧ᛶの☜ㄆ

y       /HYHO � ̽ シࢸࢫムの㐠⏝ࢺࢫࢸ、ㄆドヨ㦂

y       /HYHO � ̽ 最⤊ẁ㝵、ᐇ㐠⏝

௨上のワーࢡショࣉࢵの⤖果をཷけて、86 '2E 2FE6は 2023��2に３⟠所のIFE開発の

ᕞ❧大学㸧ࢻラࣟࢥ、ー大学ࢱࢫ࢙ࢳࣟ、研究所ࣔࣂࣜࢫとなる研究所㸦ࣟーレンࣈࣁ

に�2 0� の 202�年度ண⟬ᥐ⨨をỴᐃし、IFEの開発を0FEと並⾜して進めることになっ

た。 
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ཧ⪃ᅗ� IQ 'HFHPEHU 2022� D VKRW RQ WKH 1IF SURGXFHG PRUH WKDQ 3��5 0- RI IXVLRQ 

\LHOG� DFKLHYLQJ LJQLWLRQ� D ORQJ� VRXJKW�DIWHU ODQGPDUN LQ LQHUWLDO FRQILQHPHQW 

IXVLRQ (I&F) UHVHDUFK�  

1IFの᰾⼥合ᚓはᢞධしたレーザーパルࢫエネルギーの��5ಸに㐩した。ࡑの後、2023

年 �2月には᰾⼥合ᚓ2ಸを㐩成した。後、ᚓ�0を┠ᣦし、レーザーのࢢࣉࢵレ

ーࢻもྵめᐇ㦂を進めるணᐃで࠶る。 
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ཧ⪃ᅗ2 各✀IFE᪉ᘧにᑐする75/ 

㸦ⱥᩥE[HFXWLYH 6XPPDU\は IFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ$5��

ཧ↷㸧 

ⱥᩥレポーࢺᩥは  

KWWSV���DUSD�H�HQHUJ\�JRY�VLWHV�GHIDXOW�ILOHV�$0��0D�FXVLRQ:RUNVKRSB03�0��

23�SGI をཧ↷ 
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��2 ␎IFE開発ᡓࢶࢻ

ࢺまとめたレポーࡾのᩍ⫱研究┬㸦%0%F㸧の委員会がྲྀࢶࢻ

㸦2023年 5月㸧よࡾ

のレーザー᰾⼥合研究の%HWWLQD 6WDUN :DW]LQJHU %0%F大⮧は、%0%Fのㅎၥࢶࢻ

に関する委員会の⟅⏦を発⾲した。ࡑの୰で、᰾⼥合研究分㔝に࠾けるࢶࢻの❧ࡕ位⨨

と、ྍ⬟ᛶにࡘいて௨ୗのኌ明を⾜った。ࠕ᰾⼥合研究をḟのレ࣋ルまでᘬࡁ上ࡆ、᰾⼥

合発㟁所を᪩ᮇにᐇ⌧したい。ᑗ᮶のフュージョンエネルギー開発に関して、ࢶࢻは先

➃を㉮ってࡑ、ࡾ࠾のඃ位ᛶを活かし、ࣟࣀࢡࢸジーに関しては๓ᥦをタけࡎに、㔝ᚰⓗ

にྲྀࡴ⤌ࡾᚲせが࠶る。ࡑのための㈨㔠をᥦ౪したい。委員会の報告書は、国ᐙ᰾⼥合研

究のᡓ␎ⓗ᪉向㌿࠾よびึの᰾⼥合発㟁所ᘓタのࣟーࣉࢵ࣐ࢻ⟇ᐃの➨୍Ṍとなる

もので࠶る。᪂たな㈨㔠ᥦ౪ࢢࣟࣉラムは、☢Ẽ᰾⼥合とレーザー᰾⼥合の୧᪉にᑐᛂで

᰾⼥合ࠕ、にし、ⓗを⤠って᰾⼥合研究のಁ進をᙉすることとしている。また࠺るよࡁ

発㟁所のᘓタのためのࢶࢻ企ᴗのᙉと、᰾⼥合エࢥシࢸࢫムのᵓ⠏でࡾ࠶、企ᴗが研

究ᶵ関のࣀウࣁウとᚲせなンフラにࢫࢭࢡでࡁるよ࠺にすることで࠶る。ࡑのため、

企ᴗもࢫࢭࢡでࡁる共同⏝ࢺࢫࢸタをもࡉࡘまࡊまなࢸー࣐分㔝のࣈࣁをࡘくる

ணᐃで࠶るとしている。ࠖ

レーザー᰾⼥合に関して、報告書は௨ୗのᥦをしている。

ၟᴗ⏝レーザー㥑動 IFE をᐇ⌧するには、⇞↝ࣉラ࣐ࢬの⌮解、ຠ⋡ⓗな⅔⏝レーザ

ーࢻラࣂーとࢱーࢺࢵࢤの開発、᰾⼥合⅔の⎔ቃに⪏࠼らࢀるᮦᩱ開発、」㞧な工学

ⓗၥ㢟の解Ỵな、いくࡘかのㄢ㢟にྲྀࡴ⤌ࡾᚲせが࠶る。 ⌧ᅾ、ୡ⏺つᶍのࢢࣟࣉラ

ムが័ᛶフュージョンエネルギーに向けてᙉຊに推進しጞめているが、こࢀまでのྲྀࡾ

たため、本᱁ⓗな័ᛶフュージョンエネルギーࢀに集୰して⾜わ⌮≀ࢺࢵࢤーࢱはࡳ⤌

ᅛ有の技術開発がᚲせで࠶る。ࣉラ࣐ࢬ≀⌮学と⅔ࣕࢳンࣂーに関わる研究開発は IFE

と 0FEで␗なるが、≉ᐃのࢥンポーネンࢺ、≉に᰾⼥合生成ࣉラ࣐ࢬから㞳ࢀたࢥンポ

ーネンࢺにࡘいて、はいくࡘかの重せ共㏻の技術が࠶る。 ࢶࢻは後のィ画を⟇ᐃす

る㝿に、こࢀらの分㔝では0FE᰾⼥合技術に࠾けるᙉࡳを活⏝するᚲせが࠶る。成ຌに

向けて、ࢶࢻの IFE 関ಀ者は技術開発のࣜーࢲーシࣉࢵをྲྀࡾ、開発をᙉするᚲ

せが࠶る。 

フュージョンエネルギー研究開発のポーࢺフォࣜ࢜には、ᇶ♏ⓗなࣉラ࣐ࢬ科学だけ

でなく、᰾⼥合発㟁所のための技術࠾よび工学研究をྵめるᚲせがࡾ࠶、ໟᣓⓗな研究

開発ᡓ␎をỴᐃするに࠶たࡾ、IFE ⅔タィ研究に重Ⅼを⨨くᚲせが࠶る。 こࢀによࡾ、

関㐃する重Ⅼ技術開発にࣜࢯーࢫを集୰し、IFE の㍍ῶがᮇࢡࢫのᑗ᮶のࣜࢺࣉࢭンࢥ

ᚅࢀࡉる。ࢶࢻにとって重せでࢺࢫࢥパフォー࣐ンࢫの高いࣟࣀࢡࢸジーの成長をಁ

進するには、ࣈࣁに࠾けるᐇ⌧ྍ⬟なࣟࣀࢡࢸジー、ࢥンࢸࣆンシー、開発యไのᩚഛ

がᚲせで࠶る。 ᰾⼥合研究とၟᴗのᛴ㏿なಁ進には、࢜ーࣉン࣋ࣀーションをཎ๎

とするࡁで࠶る。 
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 。は、⥭ᛴ度の高い㡰にḟの㡿ᇦとなるࣈࣁの研究開発のࢶࢻ

㸯㸧レーザー技術開発に࠾いて、ࢶࢻはୡ⏺をࣜーࢻする専門▱識をಖ有してࡾ࠾、

័ᛶフュージョンエネルギー (IFE) の開発でୡ⏺のࣜーࢲーシࣉࢵをྲྀることがでࡁ

る。 IFEཎᆺ⅔⏝の有ᮃなࢻラࣂーの開発として、レーザーࢻラࣂー࠾よび࣐ルࢳ

ギ࢞ワࢺࢵレーザーのᶵ⬟の向上に重Ⅼを⨨くことで、ࢶࢻは、レーザーᴗ⏺のࣜー

る生⏘のた࠶ーとしての地位を活⏝して、IFE ⏝の高度な高ฟຊレーザーの➇தຊのࢲ

めのᙉᅛなᇶ┙を⠏くことがでࡁる。こࢀによࡾ、国㝿ᕷሙに࠾けるࢶࢻの➇தຊが

ᙉࢀࡉ、᪂たな⊂≉のࣘࢽーࢡなࢭールࢫポンࢺ㸦863㸧が生まࢀる。 ㎿㏿にᑐᛂ

しなけࡤࢀ、レーザーᕷሙでの➇தのඃ位ᛶを長ᮇⓗにኻྍ࠺⬟ᛶが࠶る。 

㸰㸧IFE ではࢺࢫࢥຠ⋡の高い大㔞生⏘の᰾⼥合ࢱーࢺࢵࢤがᚲせで࠶る。⌧ᅾ、せồ

ࢱはすでにࢶࢻ。ーはୡ⏺୰にないࣖラࣉࢧるࡁる㔞とရ㉁を‶たすことがでࢀࡉ

ーࢺࢵࢤ〇㐀技術に࠾ける⭾大な専門▱識と⬟ຊをᣢっている。すなわࡕ、発Ἳయࢥー

ࢤーࢱ、ࡾ࠾よび᳨ド技術の専門▱識を有して࠾、ルの〇㐀、㔠ᒓຍ工ࢭࣉ࢝の⌫ᙧࢺ

重せなエネルギーᕷሙ、ࡤࢀのᢞ㈨をᛰる。┠ᶆ開発࠶ᶵ会がࡘ❧開発で先㢌にࢺࢵ

を㏨し、IFE ᰾⼥合⅔の重せな㒊ရをእ国に౫Ꮡすることになࡾ、⤒῭ⓗな☜ᐇᛶと

エネルギーᏳಖ㞀のࣜࢡࢫが生じるྍ⬟ᛶが࠶る。 専門ᐙ委員会は、IFEࢱーࢺࢵࢤ

とンジࢱࢡ࢙ーを大㔞生⏘するためのᙉຊなࢢࣟࣉラムを☜❧し、正☜なࢱーࢸࢤ

ンࢢをᐇドすることを推ዡする。 

３㸧ࣉラ࣐ࢬがⅬⅆしてᨺฟするエネルギーをཷける⅔ቨとして、ɔ 㐀ᮦᩱ、ƫ ⬟ᮦᩱ、

ࢺランࣉ発㟁、ࡾ࠶の最大のㄢ㢟でࢺランࣉよび⏥ᮦᩱの開発がᑗ᮶の᰾⼥合発㟁࠾

のࣜࢱࢡーࣕࢳンࣂーの工学タィのไ⣙となる。 こࢀには、୰ᛶᏊ、; ⥺、ࣜࣈࢹに

⤒は㇏ᐩなࢶࢻ、いて࠾ての分㔝にらすࢀる。こࢀるග学ᮦᩱ開発がྵまࢀࡉらࡉ

㦂をᣢࡕ、ᮦᩱ≉ᛶホ౯のための研究ᶵ関を有してࡾ࠾、᰾⼥合⅔のᮦᩱࣔࣜࢹンࡸࢢ

シ࣑ュレーションの⬟ຊを有している。この分㔝はࢶࢻの0FEࢢࣟࣉラムと重」する

㒊分が多く有してࡾ࠾、㐃ᦠによࡾ開発がຍ㏿するとᮇᚅࢀࡉる。ࢶࢻの研究ᶵ関が

この分㔝にཧຍしなけࢶࢻ、ࡤࢀのᐁẸࢱࢡࢭーはᑗ᮶の発ᒎに࠾いて重せなᙺを

果たすᶵ会をኻわࢀることになる。 

㸦ⱥᩥE[HFXWLYH 6XPPDU\は IFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ㈨ᩱ␒ྕ

$5�2�ཧ↷㸧 

また、ⱥᩥレポーࢺᩥは 

KWWSV���ZZZ�EPEI�GH�6KDUHG'RFV�'RZQORDGV�GH�2023�230522�PHPRUDQGXP�ODVHU�

LQHUWLDO�IXVLRQ�HQHUJ\�SGI"BBEORE SXEOLFDWLRQFLOH	Y ��E2��0��2をཧ↷㸧  
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�� 後のྲྀࡳ⤌ࡾとᒎᮃ

 2 ᅇの有識者会議でฟࢀࡉた意見のྲྀࡾまとめに࠶たࡾ、近藤議長よࡾ௨ୗのᥦが࠶

った。ࠕ有識者会議としてはこࢀまでの議ㄽを㋃ま࠼て、わが国のᨻ⟇、⟇に࠾いてこ

ࢇࡕࡁ内ᐜをࡁ࠺のၥࡑ。る࠶ᚲせが࠺ことをୡにၥ࠺までᑂ議した議㢟が重せといࢀ

とすることが大で࠶る。ࡑのため、こࢀまでのᥦと意見を㋃ま࠼てࡉらに⢭⦓して

いくᚲせが࠶る。こࢀだけୡの୰がኚわってࡁたことも⪃៖し、いただいたᣦをཧ⪃に

してᥦを⢭ᰝするసᴗを⾜い、ㄝᚓຊの࠶るᥦ言を♫会と共有でࡁるよ࠺にしたい。ࠖ

 上記のసᴗとᒎᮃのྲྀࡾまとめは、日本学術会議 総合工学委員会 エネルギーと科学

技術に関する分科会と、分科会にタ⨨ࢀࡉたࣁパワーレーザー技術と高エネルギー密度

科学小委員会に࠾けるࠕ見解㸸多ᵝな▱が活㌍でࡁる大ᆺパワーレーザータのᐇ⌧と国

㝿ⓗな୰᰾ᣐⅬのᵓ⠏ࠖのస成సᴗと並⾜して進めた。ᒎᮃ࣭ᥦのస成సᴗに࠶たって

は、௨ୗの有識者会議➼の意見とࡑの後の動向をᫎした。 

㸯㸧�日に�ᅇか2ᅇの爆⦰ᐇ㦂⤖果をࢹーࢧࢱエンࢫにかけるため、米国では�0

年間のᐇ㦂⤖果をࡎっとため⥆けて、ࢀࡑをᇶにᶵᲔ学⩦をࡏࡉて最㐺してい

った。ࡑのため、1IFが 200�年に成して20��年のⅬⅆᐇドを┠ᣦしていたが

㐩成でࡑ、ࡎࡁの後୍ࡘࡎࡘㄢ㢟を解Ỵして成ຌに⮳った。我が国では、高⧞ࡾ

㏉しࣉラ࣐ࢬᐇ㦂でᚓたࢹࢢࢵࣅーࢱをᶵᲔ学⩦にྲྀࡾධࢀるࡁで࠶る。ࡑの

ᘏ長で、᰾⼥合のᛂࡑのものの最㐺をすることをすすめ、᰾⼥合⅔にࡘなࡆ

るࡁで࠶る。 

㸰㸧2'࣓࢝ࣜEの࢜フ࣭ࣈ࣭࢜ࢫフュージョン࣭エࢼジー࣭ࢧエンࢫ(2FE6)が

主催のワーࢡショࣉࢵで㠀ᖖに活発な議ㄽが⾜わ7ࢀLPH LV 1RZが࢟ーワーࢻに

なった㸦�❶並びに、IFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ཧ⪃㈨ᩱ

$���㸧。また、ࣚーࣟࢵパでもフュージョンエネルギー開発のᶵ㐠が高まってい

る(�❶並びに、IFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識者会議 ཧ⪃㈨ᩱ$��2)。ࡑ

の⾲⌧は、᰾⼥合はいࡘも20年先30年先と言っていたがだいࡪ≧ἣがኚわって

 。る࠶でࡁる。我が国も⮳ᛴᑐᛂす࠶ことで࠺たといࡁ

３㸧-�E3R&+ᵓを࢜ールジࣕパンで⏘ᐁẸ୍యとなってࣁパワーレーザーの学術

ᛂ⏝を進めࡤࢀ、レーザー᰾⼥合のᐇ⌧をຍ㏿でࡁୡ⏺を先導でࡁる。ࡑの推進

には、202�年ኟにタしたレーザー᰾⼥合ࢱࢫーࣉࢵࢺ企ᴗE;�FXVLRQとの

㐃ᦠが重せで࠶る。 

㸲㸧-�E3R&+ᵓが㠀ᖖにまとまってࡁている。ここまで᮶たらࢼショࢼルࣟࣉジ࢙

、るにはࡆ上ࡾることが┠ᶆになる。国としてྲྀࡆ上ࡾっとྲྀࡕࡁ、としてࢺࢡ

ୡの୰が࠺ࡑ、ࢇ࠺ࠕだなࠖとならないといけない。このⅬにࡉ、ࡁࡘらなる

 。る࠶がᚲせでࢫࣂࢻ

㸳㸧➨55ᅇཎ⏘年ḟ大会のパネルウㄽࠕⱝᡭが⪃࠼るཎᏊຊのᮍ᮶ࠖで、Ẹ間㈨㔠

によるフュージョンエネルギー࣋ࣀーションがヰ㢟となった㸦ཎᏊຊ⏘ᴗ᪂⪺

2022����5㸧。ࡸ᰾⼥合のୡ⏺にẸ間㈨㔠がࢇࢇධってࡁている。ୡ⏺では
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Ẹ間㈨㔠のᢞධは2020年で⣼ィが2�000൨、202�年には��000൨ቑ࠼て

3�000൨になってࡾ࠾、᰾⼥合を┠ᣦした研究にẸ間の㈨㔠がධっている。この

ルがኚࢹことで、ୡの୰の研究開発のࣔ࠺といࠖࢀᨻᗓよ、㡹ᙇࠕージはࢭࢵ࣓

わっていることを念㢌に⨨くࡁで࠶る。 

6 㸧ࡑの後、日本学術会議の見解㸦�❶並びに、IFEフォーラム࣍ーム࣌ージ 有識

者会議 $6ཧ↷㸧が2023年㸵月にබ⾲ࢀࡉるとともに、 2023年 �2月�ᩥ㒊

科学┬の学術研究の大ᆺࣟࣉジࢺࢡ࢙の推進に関するᇶ本ᵓー2023 ࣟー࣐ࢻ

のࣉࢵ �2 のィ画の୍ࡘに大阪大学レーザー科学研究所が୰ᚰとなࡾᥦしたᵓ

ࠕ多ᵝな▱が活㌍でࡁる パワーレーザー国㝿共ࣉラࢺࢵフ ォームࠖ(-�

E3R&+ィ画)が᥇ᢥࢀࡉた㸦ཧ⪃ᅗཧ↷㸧。ࡑのᵓᥦのせ⣙はḟの㏻ࡾで࠶る。

㣕㌍ⓗに 進ᒎしている分㔝で、ࢀࡉ᪂技術ฟがᮇᚅࡸパワーレーザーは、学術成ࠕ

㏉し大ᆺパワーレーザーによる国㝿ࡾ⧞を活かした⊂⮬の高ࡳる。本は、我が国のᙉ࠶

共ࣉラࢺࢵフォームを࢜ー ルジࣕパンయไでᵓ⠏し、㔞Ꮚ┿✵の᥈ᰝ、᰾⼥合エネルギ

ーの᥈ồ(ࣉラ࣐ࢬ)、㉸高ᅽ᪂ወ㔞Ꮚ≀㉁の生(ᅛయ)を㏻して、エネルギー密度の高い

ᴟ㝈ⓗな㔞Ꮚ科学の開ᣅでୡ⏺を先導するとともに、 同୍✵間で学㝿࣭国㝿࣭⏘学㐃ᦠ➼

を推進することで、科学技術࣋ࣀーション⎔ቃฟ、⏘ᴗᵓ㐀ኚ㠉ࡸ ேᮦ⫱成の㈉⊩

を┠ᣦすもので࠶る。ࠖこのᵓは�0年ィ画で࠶る。 

な࠾、このỴᐃに⮳る科学技術࣭学術ᑂ議会学術分科会研究⎔ቃᇶ┙㒊会学術研究の大

ᆺࣟࣉジࢺࢡ࢙に関するసᴗ㒊会のホ౯は、௨ୗの㏻ࡾで࠶る。 

こと࠺⾜㏉しパワーレーザーを生かして先導ⓗな研究をࡾ⧞高ࠕࡘをᣢࡳ我が国がᙉࠕ

で、≀㉁ 科学、ᮦᩱ科学、ࣉラ࣐ࢬ科学、Ᏹᐂ≀⌮学なᗈい分㔝のᛂ⏝がᮇᚅでࡁる。

また、ᐇ主యは共同⏝࣭共同 研究に࠾いて༑分なᐇ⦼をᣢ࣑ࢥ、ࡕュࢸࢽ のᙧ成

をྵめた‽ഛ≧ ἣも༑分に進ᒎしていることがㄆめらࢀる。ࠖ と高いホ౯をしている。୍

᪉、␃意Ⅼとしてࠕ技術ⓗඃ位ᛶとィ画は高いレ࣋ルに࠶る୍᪉、見㎸まࢀる学術ⓗ成果

の見㏻しにࡘいて、᭦なるලయ࣭明☜がᚲせで࠶る。また、技術㠉᪂のࣆࢫーࢻが㏿

い分㔝でࡾ࠶、日本のᣢࡘ技術ⓗなඃ位ᛶを長ᮇにわたってಖࡘためのᡓ␎をᣢったᣐⅬ

㐠Ⴀがồめらࢀる。ࠖがᣲࡆらࢀている。 

㸦 ヲ ⣽ は KWWSV���ZZZ�PH[W�JR�MS�FRQWHQW�2023�222�P[WBJDNNLNDQ�00003325�B��SGI

ཧ↷㸧。 

௨上の≧ἣを㋃ま࠼、有識者会議はレーザーフュージョンエネルギー開発の⏘ᐁ学の㐃

ᦠと後20年、30年先の動向を⪃࠼、௨ୗをᒎᮃ࣭ᥦとする。 

㸯㸧 -�E3R&+ᵓでは、࢜ールジࣕパンで⏘ᐁ学が୍యとなってࣁパワーレーザーが

開く科学技術を推進し、レーザーフュージョンエネルギーのᐇ⌧に向けୡ⏺を先導

すること。

㸰㸧 レーザーフュージョンエネルギー開発の推進にはᗈ⠊な⅔工学技術の開発がᚲせ
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でࡾ࠶、☢ሙ㛢じ㎸めフージョンエネルギー開発ࡸレーザー᰾⼥合ࢱࢫーࣉࢵࢺ

企ᴗなとのᐁẸの㐃ᦠが重せで࠶る。

３㸧 -�E3R&+ᵓのࡉらなるィ画の⢭ᰝをすすめ、ࢼショࢼルࣟࣉジࢺࢡ࢙としてࡕࡁ

っとண⟬ࢀࡉることが当㠃の┠ᶆで࠶る。国としてྲྀࡾ上ࡆるには、ୡの୰が࠺ࠕ

。だなࠖとならないといけない࠺ࡑ、ࢇ

㸲㸧 ࡸୡ⏺でフュージョンエネルギー開発を┠ᣦした研究のẸ間㈨㔠のὶධがࡘ

࡙いている。この࣓ࢭࢵージはࠕᨻᗓよ、㡹ᙇࠖࢀとい࠺ことでࡾ࠶ୡの୰の研究

開発のࣔࢹルがኚわってࡁている。こࢀを念㢌に⨨20ࡁ年、30年後の長ᮇᡓ␎を

ᵓ⠏すࡁで࠶る。

      ཧ⪃ᅗ ࣟー2023ࣉࢵ࣐ࢻ ⟇ᐃᴫせと�2ィ画のࣜࢺࢫ 
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編集後記

 この活動報告は、IFEフォーラム有識者会議の議長を務めるとともに、日本学術会議 

総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会パワーレーザー技術と高エネルギ

ー密度科学小委員会の委員長としてIFEフォーラムと日本学術会議が共同主催した国内

シンポジウムと日米シンポジウムを企画し、見解をまとめていただいた近藤駿介先生の

主導による活動の成果をまとめたものです。３年間にわたる上記の活動では、大阪大学

レーザー科学研究所所長兒玉了祐先生の支援とご助言、並びに、日本学術会議 総合工

学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会の委員長疇地宏先生をはじめとする分科

会委員各位と、パワーレーザー技術と高エネルギー密度科学小委員会の犬竹正明副委員

長をはじめとする委員各位から賜った多くの貴重な意見に深く感謝いたします。 

最後に、有識者会議を主催していただいたIFE フォーラムに感謝するとともに、本報

告書が2050年に向けた我が国のレーザーフュージョンエネルギー(IFE)開発推進の起爆

剤となることを祈念します。 

令和6年3月 編集担当 有識者会議専門委員会副委員長 三間圀興 
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連絡先

　公益財団法人　レーザー技術総合研究所　
　IFE フォーラム／レーザー核融合技術振興会事務局
　　　〒550-0004 大阪市西区靱本町 1-8-4
 大阪科学技術センタービル 4F
 TEL（06）6443-6311　
 FAX（06）6443-6313






